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■表紙の写真説明

５月号　目 次

２０回目を迎えた

　泊野観光たけのこ園

２　２０１２　課・局・室の経営
　　方針

５　財政状況を公表します

30　がんばれ！スポーツ少年団

18　まちのニュース

17　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

６　集落営農の取り組み
　　さつま町の農業を考えるプロ
　　ジェクト

10　第５期介護保険事業計画と介
　　護保険料

12　国保の被保険者に対する特定
　　健診が始まります

25　くらしの情報

29　まちの歴史探訪

21　有害鳥獣の捕獲実績と今後の
　　取り組み

15　健康さつまポイント事業が始
　　まります

23　保健師だより
　　ためになる「お口のお話し」

22　グリーン・ツーリズム研究会
　　まちの園芸作物紹介

32　人・夢
　　休日在宅医・薬局

31　１歳で～す・誕生
　　おくやみ

関連記事は18・31ページ

２広報さつま３ 広報さつま

☆
経
営
方
針

■
町
の
総
合
振
興
計
画
及
び
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
の
計
画
的

な
実
施
に
向
け
て
、
行
財
政
改

革
推
進
計
画
と
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
町
の
振
興
・
発
展
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
行
政
の
事
務
事
業
を
客
観
的
に

評
価
し
、
行
政
運
営
に
反
映
さ

せ
ま
す
。

■
地
域
活
性
化
計
画
の
実
現
に
向

け
た
支
援
と
、
提
案
公
募
型
事

業
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
元

気
再
生
を
目
指
し
ま
す
。

■
「
地
域
公
共
交
通
」
の
実
証
運

行
を
円
滑
に
運
営
し
、
町
民
や

訪
れ
る
人
々
の
利
便
性
を
図
り

ま
す
。

■
景
観
対
策
と
し
て
「
危
険
廃
屋

解
体
撤
去
費
補
助
事
業
」
を
推

進
し
ま
す
。

■
共
生
協
働
推
進
基
本
方
針
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

■
地
デ
ジ
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
「
ま
ち
の
個
性
・
魅
力
を
発
揮

し
た
定
住
促
進
」
、
「
積
極
的

な
企
業
誘
致
」
、
「
住
む
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
宅
地
の
供

給
」
の
推
進
に
よ
り
、
元
気
農

林
・
商
工
業
の
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
既
存
立
地
企
業
や
本
社
へ
の
訪

問
を
は
じ
め
、
食
品
産
業
等
の

企
業
等
へ
も
情
報
提
供
等
を
積

極
的
に
行
い
、
企
業
誘
致
促
進

や
増
設
等
雇
用
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

■
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
分
譲

型
住
宅
３
団
地
、
賃
貸
型
住
宅

１
団
地
の
販
売
促
進
に
努
め
ま

す
。

■
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
の
周

知
と
併
せ
、
空
き
家
の
有
効
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
定
住
促

進
・
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

■
土
地
開
発
公
社

　
の
経
営
改
善
に

　
努
め
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
国
・
地
方
を
通
じ
て
厳
し
い
財

政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
多
様

化
・
高
度
化
す
る
町
民
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
町

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
確
実
に
推

進
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
も
本
年

度
工
事
着
手
、
平
成
２６
年
度
完

成
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
　
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
が
、
引
続
き
行
財
政
改

革
を
推
進
し
「
財
政
の
健
全

化
」
と
「
持
続
可
能
な
財
政
運

営
」
に
努
め
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基

づ
く
実
質
公
債
費
比
率
の
改
善

に
努
め
ま
す
。

■
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

■
公
有
財
産
の
適
正
な
管
理
運
用

に
努
め
ま
す
。

■
新
庁
舎
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
に

つ
い
て
は
、
「
公
共
工
事
の
入

札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
公
共

工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
価
格

と
品
質
が
総
合
的
に
優
れ
た
公

共
工
事
の
実
現
の
た
め
、
入
札

及
び
契
約
の
適
正
化
に
努
め
ま

す
。

　
　
さ
ら
に
、
締
結
し
た
契
約
の

適
正
な
履
行
の
確
保
の
た
め
、

適
正
な
検
査
を
実
施
し
、
契
約

に
基
づ
く
品
質
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
工
事
等
入
札
及
び
契
約
の
適
正

な
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
工
事
検
査
並
び
に
工
事
成
績
評

定
を
実
施
し
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
「
正
確
な
賦
課
・
確
実
な
収

納
・
税
の
公
平
性
」
を
基
本
に
、

全
課
体
制
で
税
務
行
政
を
執
行

し
ま
す
。
賦
課
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
課
税
客
体
の
把
握
を
行

い
、
正
確
な
賦
課
と
税
収
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
徴
収

体
制
を
強
化
し
、
徴
収
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
訪
問
徴
収
・
電
話
催
告
を
徹
底

し
、
滞
納
の
発
生
を
防
止
し
ま

す
。

■
効
率
的
な
申
告
事
務
が
行
え
る

よ
う
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

賦
課
と
収
納
が
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
地
籍
調
査
を
遺
漏
な
く
終
了
さ

せ
る
た
め
作
業
を
適
正
に
進
め

ま
す
。

■
地
籍
調
査
終
了
後
の
賦
課
を
適

正
に
行
え
る
よ
う
土
地
の
納
税

義
務
者
の
特
定
作
業
を
行
う
と

と
も
に
、
課
税
見
込
額
の
試
算

及
び
納
税
者
へ
の
周
知
等
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

課
長
　
紺
屋
一
幸

総
務
課

課
長
　
湯
下
吉
郎

企
画
課

室
長
　
湯
下
吉
郎

企
業
誘
致
対
策
室

課
長
兼
室
長
　
下
市
真
義

財
政
課
・
庁
舎
建
設
推
進
室

室
長
　
杉
水
流
博

契
約
検
査
室

課
長
　
松
尾
英
行

税
務
課

課
長
　
﨑
野
裕
二

安
全
安
心
対
策
課

☆
経
営
方
針

■
町
民
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
運

営
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
に
、

職
員
の
資
質
を
高
め
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
改

革
を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的

で
安
定
し
た
行
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

■
「
広
報
さ
つ
ま
」
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、
行
政

情
報
の
提
供
や
発
信
に
よ
る
開

か
れ
た
行
政
を
確
立
し
ま
す
。

■
公
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
町
の
ス
リ
ム
化
を

推
進
し
ま
す
。

■
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
を
始
め

ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
活
用
し
た
町

の
魅
力
情
報
発
信
戦
略
を
重
点

的
に
展
開
し
ま
す

☆
経
営
方
針

■
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
業
務

等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
関
係
機
関
と
連
携
し
た
交
通
事

故
防
止
運
動
、
交
通
危
険
箇
所

の
点
検
及
び
交
通
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
交
通
安
全
施
設
（
道
路
反
射
鏡
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
区
画
線
）
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

■
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
犯
啓

発
活
動
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

■
防
犯
灯
設
置
公
民
会
へ
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

■
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

■
災
害
危
険
箇
所
等
の
点
検
、
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

■
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
製
・
配
付
を
行
い
ま
す
。

■
防
災
訓
練
、
防
災
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

■
公
民
会
無
線
放
送
施
設
設
置
公

民
会
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
青
森
県
鶴
田
町
及
び
中
種
子
町

と
の
大
規
模
災
害
時
応
援
協
定

の
締
結
を
行
い
ま
す
。

■
地
震
・
風
水
害
等
の
防
災
対
応

に
努
め
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
さ
つ
ま
町
総
合

振
興
計
画
を
基
本
と
し
て
、
行
政
と
地
域
が
共
生
・

協
働
す
る
こ
と
に
よ
る
「
人
々
が
織
り
な
す
元
気
で

快
適
な
活
力
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
真
の
や

す
ら
ぎ
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
毎
年
、
各
課
・
局
・
室
に
お
け
る
、

「
経
営
方
針
」
（
取
り
組
む
べ
き
目
標
）
を
定
め
、

職
員
が
共
通
理
解
の
も
と
に
、
町
民
の
皆
様
に
説
明

責
任
を
果
た
し
な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
町
長
か
ら
の

指
示
に
よ
る
も
の
で
２
０
０
９
年
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。

　
こ
の
方
針
は
、
組
織
と
し
て
の
目
指
す
べ
き
方
向

や
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
意

識
と
組
織
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
げ
、
各
種
の
施
策

や
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
半
年
毎
に
評
価
を
行
い
な

が
ら
目
標
の
達
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　
経
営
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
各
年
度
に

お
い
て
、
そ
の
内
容
を
、
広
報
紙
を
通
じ
て
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
績
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
ま
た
、
広
く
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

２０１２  課・局・室の経営方針２０１２  課・局・室の経営方針（その１）（その１）



5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

26億3268万円

24億6021万円
総務費

民生費

衛生費

農　林
水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

災　害
復旧費

公債費

議会費
ほ　か

36億760万円

33億6156万円

8億6971万円

7億5710万円

10億8423万円

7億9180万円

1億2371万円

1億1777万円

11億5702万円

8億7967万円

4億9133万円

4億4269万円

1億7057万円

1億6570万円

27億1259万円

24億7994万円

11億3869万円

9億8132万円

5億3177万円

2億8785万円

予算額

支出済額

歳
出
歳
出

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 80億

18億427万円

21億3044万円
町税

地　方
交付税

分担金
負担金

使用料
手数料

国　庫
支出金

県
支出金

諸収入

町債

その他

62億9270万円

66億1000万円

1億8255万円

1億6295万円

2億2332万円

2億2332万円

12億1213万円

7億8041万円

15億5209万円

6億3764万円

4億6558万円

4億5481万円

13億4267万円

13億6226万円

14億4457万円

0万円

予算額

収入済額

歳
入
歳
入

※

４広報さつま５ 広報さつま

　平成２３年度一般会計は、当初予算総額１２７億８，６００万円に、１７億３，３８８万６千円を増額し、３月

末現在では１４５億１，９８８万６千円になりました。当初予算と比較すると１３．６％の増となっています。

歳入は３月末現在で１２３億６，１８２万５千円の収入済額で予算額に対する収入率は９４．９％となっています。

　歳入で最も大きな割合を占めるのは地方交付税で５３．５％、町税や使用料、手数料などの自主財源の割合は

３０．７％、国・県支出金や町債、地方交付税などの依存財源の割合は６９．３％となっています。

　一方歳出は、３月末現在で１２７億２，５５８万５千円の支出済額で予算に対する支出率は８７．６％となっ

ています。歳出の目的別で最も多いのは民生費で２６．４％で、続いて教育費１９．５％、総務費１９．３％、

土木費６．９％、農林水産業費６．２％などの順になっています。

　３月末における予算の執行状況は下のグラフのとおりです。歳入の県支出金や町債については、今後５月まで

に受入れや借入れを行うため、収入率が低くなっています。

１人当たりの
町税負担額

８９，８２４円

１人当たりに
使われたお金

６１２，188円

１人当たりの
町債（借金）残金

７１３，２３５円

一般会計予算を

町民１人あたりに換算すると…

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 支 出 率
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
介護サービス事業
農業集落排水事業

34億3223万円
2億9448万円

28億7480万円
2288万円
4790万円

30億2881万円
2億8643万円
27億742万円

2138万円
5000万円

31億6735万円
2億8723万円

25億8991万円
2153万円
4276万円

88.2％
97.3％
94.2％
93.4％

104.4％

92.3％
97.5％
90.1％
94.1％
89.3％

会　　　計　　　名 収入予算額 収入済予定額 収入率 支出予算額 支出率

水 道 事 業 会 計

簡易水道事業会計

収益的
資本的
収益的
資本的

1億4833万円
1918万円

2億4209万円
8731万円

1億4638万円
1372万円

2億4349万円
7657万円

1億3508万円
9813万円

2億3197万円
2億3201万円

支出済予定額
1億2648万円

5852万円
2億2036万円
2億1524万円

98.7％
71.5％

100.5％
87.7％

93.6％
59.6％
95.0％
92.8％

☆
経
営
方
針

■
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
町
民
生
活

に
密
着
し
た
業
務
が
中
心
で
、

多
く
の
町
民
と
日
常
的
に
接
す

る
「
さ
つ
ま
町
の
顔
」
で
あ
り

ま
す
。
常
に
笑
顔
で
迎
え
て
親

切
・
丁
寧
を
基
本
に
、
正
確
で

迅
速
な
対
応
に
心
掛
け
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る

窓
口
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

■
総
合
窓
口
と
し
て
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
虚
偽
請
求
防
止
及
び
個
人
情
報

漏
え
い
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及

を
図
り
ま
す
。

■
制
度
改
正
に
伴
う
適
切
な
事
務

処
理
に
努
め
ま
す
。

■
年
金
制
度
の
周
知
啓
発
を
行
い

ま
す
。

■
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

■
人
権
啓
発
の
発
信
拠
点
で
あ
る

「
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
有

効
利
用
に
努
め
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
行

す
る
中
で
、
引
き
続
き
、
障
害

者
や
子
育
て
世
代
及
び
高
齢
者

に
対
し
常
に
最
新
の
情
報
を
提

供
し
、
課
内
・
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
第
３
期
さ
つ
ま
町
障
害
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
社
会
参
加
を
促
進
し

ま
す
。

■
細
や
か
な
子
育
て
支
援
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

■
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
取
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

■
子
育
て
に
係
る
経
済
的
支
援
を

図
り
ま
す
。

■
保
育
料
未
納
者
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

■
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
正
確
・
確
実
な
事
務
を
第
一
と

し
、
資
金
は
安
全
で
計
画
的
な

運
用
を
図
る
と
共
に
、
地
域
経

済
に
配
慮
し
た
出
納
事
務
を
進

め
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
資
金
計
画
に
基
づ
い
て
安
全
・

確
実
な
資
金
運
用
を
図
り
ま
す
。

■
収
納
支
出
事
務
処
理
の
迅
速
化

を
図
り
ま
す
。

■
指
定
金
融
機
関
・
収
納
代
理
金

融
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、
利

便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、

適
切
・
親
切
な
対
応
に
心
掛
け

ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

に
努
め
介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
に
よ
る
元
気
高
齢
者
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

◆
第
５
期
計
画
の
推
進

■
特
養
等
の
入
所
待
機
者
の
緩
和

策
と
し
て
既
設
特
養
の
増
設
、

地
域
密
着
型
施
設
の
新
設
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
連
絡
会
等
を
開
催

し
、
プ
ラ
ン
適
正
化
の
取
り
組

み
や
、
推
進
体
制
の
見
直
し
を

図
り
ま
す
。
介
護
保
険
年
報
を

作
成
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
～
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
に
か

か
る
事
業
を
推
進
し
、
通
所
教

室
・
訪
問
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

■
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
元
気
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
し
、
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
介

護
保
険
料
の
一
部
還
元
を
行
い

ま
す
。

■
在
宅
の
家
族
介
護
者
へ
の
支
援

な
ど
に
努
め
ま
す
。

☆
経
営
方
針

■
町
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の
た

め
各
種
健
（
検
）
診
や
予
防
接

種
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
等

に
よ
る
怪
我
や
病
気
に
係
る
医

療
費
等
の
支
給
を
行
い
、
健
康

づ
く
り
推
進
の
町
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

☆
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

■
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
新
規
）
に
よ
る
健
康
意
識
の

醸
成
を
図
り
ま
す
。

■
特
定
健
診
受
診
率
６５
％
超
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と

長
寿
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
、
各
種

が
ん
検
診
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
す
く
す
く
健
診
・
相
談
事
業

（
乳
幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
ほ

か
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
（
ポ
リ
オ
、
三
種
混

合
ほ
か
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
医
療
費
助
成
事
業
（
乳
幼
児
医

療
費
全
額
助
成
、
児
童
生
徒
入

院
医
療
費
助
成
）
を
実
施
し
ま

す
。

■
健
康
さ
つ
ま
２１
を
改
訂
し
ま
す
。

課
長
　
前
田
淳
三

町
民
課

課
長
　
王
子
野
建
男

福
祉
課

課
長
　
北
原
美
義

会
計
課

課
長
　
中
村
慎
一

介
護
保
険
課

課
長
　
小
椎
八
重
廣
樹

健
康
増
進
課

特別会計予算総額  ６６億７，２２９万１千円　水道事業会計予算（支出）  ６億9，719万円

一般会計予算総額　１４５億１，９８８万６千円（前年度比  ０．５％の減）

※その他は地方譲与税、地方消費税交付金、財産収入、繰入金です。

※今回掲載されていない課・局・室については、次号（６月号）に掲載します。

財政状況を公表します財政状況を公表します財政状況を公表します
平成２３年度
（24年３月まで）

私たちの税金　どのように使われているの？



６広報さつま７ 広報さつま

　
集
落
の
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
農
業
を

す
る
の
が
集
落
営
農
で
す
。

　
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
、
み

ん
な
で
や
れ
ば
道
は
ひ
ら
け
ま
す
。

　
農
作
業
の
受
委
託
を
進
め
る
取
り
組
み

や
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る
取
り
組
み

も
集
落
営
農
で
す
。

（
集
落
の
範
囲
・
集
落
営
農
の
か
た
ち
に

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

○
機
械
の
共
同
利
用
や
農
作
業
受
委
託
に

よ
り
コ
ス
ト
が
下
げ
ら
れ
ま
す
。

○
参
加
す
る
農
家
の
体
力
・
意
欲
・
能
力

に
応
じ
て
参
加
で
き
ま
す
。

○
地
域
社
会
も
い
き
い
き
し
ま
す
。

○
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　

○
地
域
の
農
地
を
荒
ら
す
こ
と
な
く
、
保

全
・
管
理
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

○
農
地
の
面
的
な
利
用
集
積
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

○
協
業
経
営
型
（
集
落
ぐ
る
み
型
）

　
参
加
農
家
が
農
地
を
持
ち
込
み
農
業
経

営
を
共
同
で
行
う
形
態
（
一
ツ
木
営
農
組

合
、
あ
な
が
わ
営
農
組
合
）

○
作
業
受
託
型
（
オ
ペ
レ
ー
タ
型
）

　
基
幹
農
作
業
を
行
う
受
託
組
合
を
中
心

に
し
た
形
態
（
白
男
川
地
区
農
作
業
受
託
組
合
）

　
本
町
で
は
、
町
と
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
及
び

鹿
児
島
県
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
よ
る
担
い
手

支
援
室
で
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
そ

し
て
、
集
落
営
農
組
織
の
確
保
育
成
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
推
進
体
制
づ
く
り

　
集
落
営
農
に
取
り
組
も
う
と
す
る
仲
間

を
見
つ
け
（
集
め
る
）
検
討
（
推
進
）
委

員
会
を
設
置
す
る
。

○
集
落
の
実
態
把
握
・
意
向
調
査

　
集
落
地
域
の
実
態
を
検
討
す
る
ほ
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
結
果
を
公
表
す
る
。

○
先
進
地
事
例
研
修

　
地
域
集
落
の
実
態
と
同
じ
よ
う
な
地
域

の
視
察
研
修
を
行
う
。

○
新
た
な
営
農
体
制
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
検
討

　
集
落
営
農
の
形
態
、
農
地
管
理
や
農
作

業
、
機
械
利
用
、
担
い
手
等
役
割
分
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
ど
を
行
う
。

　
平
成
２３
年
度
に
お
い
て
次
の
５
つ
の
組

織
が
町
と
県
の
話
し
合
い
活
動
支
援
事
業

に
よ
り
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
柊
野
地
区
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣
被
害
が

年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
平
成

２３
年
６
月
に
「
柊
野
区
の
農
業
を
考
え
る

会
」
を
公
民
会
役
員
と
地
区
内
の
担
い
手

を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
毎
月
１
回
の
定
例

会
を
開
催
し
、
話
し
合
い
活
動
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
柊
野
地
区
に
は
、
水
稲
を
主
体
と
し
て

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
が
い
な
い
事
か

ら
、
対
応
策
と
し
て
柊
野
地
区
の
農
業
の

受
け
皿
的
な
役
割
と
し
て
農
作
業
受
託
組

合
を
設
立
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

　
農
作
業
受
託
組
合
の
設
立
の
為
に
、
定

例
会
で
の
話
し
合
い
や
、
先
進
地
研
修
等

を
実
施
し
、
平
成
２４
年
４
月
に
柊
野
地
区

農
作
業
受
託
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
で
は
、
有
害
鳥
獣

対
策
と
し
て
柊
野
地
区
全
体
を
電
柵
で
整

備
す
る
計
画
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
仮
屋
原
集
落
で
は
、
農
家
の
高
齢
化
や

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
集
落
の
１０
年
後

を
見
据
え
、
平
成
２３
年
３
月
に
仮
屋
原
地

区
農
用
地
利
用
改
善
組
合
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
農
用
地
利
用
改
善
組
合
で
は
、
耕
作
放

棄
地
解
消
推
進
事
業
に
取
り
組
み
農
地
の

集
積
と
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
行
い
ま
し

た
。

　
平
成
２３
年
度
は
農
作
業
受
託
組
合
の
設

立
に
向
け
た
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
将
来
を
考
慮
し
て
若
い
人
や

非
農
家
な
ど
多
く
の
人
に
加
入
し
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、
集
落

内
で
対
応
で
き
な
い
受
託
作
業
に
関
し
て

は
集
落
外
へ
再
委
託
の
形
を
と
る
事
を
決

め
、
平
成
２４
年
３
月
に
は
仮
屋
原
農
作
業

受
託
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
吉
地
区
は
、
以
前
よ
り
む
ら
づ
く
り

活
動
に
熱
心
な
地
域
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
時
吉
地
区
農
用
地

利
用
改
善
組
合
や
時
吉
地
区
農
作
業
受
託

組
合
な
ど
も
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
時
吉
地
区

で
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
農
業
機
械
な
ど

の
導
入
が
少
な
く
農
作
業
受
託
の
取
り
組

み
も
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
後
の
時
吉
地
区
に
お

け
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
の
不
足
、
農
産
物
特
に

米
の
価
格
低
迷
等
を
考
慮
す
る
と
、
今
あ

る
組
織
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
安
心

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
な
る
の
で
は
と
の

思
い
か
ら
、
今
あ
る
農
用
地
利
用
改
善
組

合
及
び
農
作
業
受
託
組
合
の
再
編
を
計
画

さ
れ
先
進
研
修
視
察
や
随
時
の
検
討
会
を

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
活
動
を
進
め
る
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
つ
い
て
も
再
度
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
織
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
平
成
２４
年

度
も
継
続
し
て
検
討
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　
紫
尾
地
区
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
・
兼

業
化
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
事
か
ら
、
平
成
２３
年
９
月
に
紫
尾

区
集
落
営
農
検
討
委
員
会
を
公
民
会
役
員

と
認
定
農
業
者
を
中
心
に
組
織
し
、
毎
月

１
回
の
話
し
合
い
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
紫
尾
地
区
内
に
沢
山

の
農
業
機
械
が
あ
る
事
を
再
確
認
し
、
紫

尾
地
区
に
あ
る
農
業
機
械
を
有
効
利
用
し
、

農
業
機
械
の
過
剰
投
資
を
避
け
る
事
を
目

的
に
、
農
作
業
委
託
農
家
と
農
作
業
受
託

農
家
の
調
整
役
と
し
て
平
成
２４
年
４
月
に

「
紫
尾
区
農
作
業
受
託
組
合
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
取
り
ま
と

め
た
物
を
広
報
誌
と
し
て
紫
尾
地
区
の
全

戸
に
配
布
し
、
周
知
・
啓
発
を
図
り
ま
し

た
。

　
別
野
集
落
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農

業
の
衰
退
、
集
落
の
維
持
に
つ
い
て
懸
念

さ
れ
て
い
た
事
か
ら
、
農
業
関
係
者
を
中

心
に
平
成
２２
年
４
月
に
別
野
集
落
営
農
検

討
委
員
会
を
組
織
し
話
し
合
い
活
動
を
始

め
、
平
成
２３
年
４
月
に
地
域
農
業
振
興
及

び
集
落
営
農
の
推
進
に
寄
与
す
る
事
を
目

的
と
し
た
「
別
野
農
作
業
受
託
組
合
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
託
組
合
設
立
後
も
継
続
し
て

話
し
合
い
活
動
を
続
け
た
結
果
、
平
成
２４

年
４
月
に
は
、
「
別
野
地
区
農
用
地
利
用

改
善
組
合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
集
落
内
農
地
の
効
率
的
・

総
合
的
利
用
の
た
め
に
、
農
地
の
権
利
者

で
組
織
し
、
作
付
地
の
集
団
化
・
農
地
の

利
用
改
善
等
の
規
程
を
定
め
、
直
接
営
農

は
せ
ず
農
地
の
利
用
に
関
す
る
調
整
役
が

主
な
活
動
で
す
。

　
受
託
組
合
と
改
善
組
合
が
連
携
す
る
事

で
人
材
・
農
地
・
機
械
な
ど
総
合
力
が
発

揮
さ
れ
、
合
理
的
な
営
農
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
一
ツ
木
営
農
組
合
と
あ
な
が
わ
営
農
組

合
は
集
落
営
農
組
織
の
総
会
で
法
人
化
す

る
こ
と
が
決
議
さ
れ
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
の
強
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
集
落
営
農
組
織
（
集
落
ぐ
る
み
型
）

と
も
水
稲
の
共
同
育
苗
を
は
じ
め
と
し
て

新
し
い
作
物
（
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど
）
の
共
同

栽
培
や
農
作
業
の
受
託
な
ど
に
も
取
り
組

ま
れ
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

組
織
運
営
を
考
え
た
場
合
に
組
織
の
存
続

や
地
域
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
法

人
化
が
最
善
の
手
法
で
あ
る
合
意
が
あ

り
、
平
成
２４
年
度
中
の
法
人
化
を
目
指
し

て
定
例
会
な
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
集
落
営
農
組
織
の
取
り
組

み
に
加
え
、
平
成
２４
年
度
か
ら
始
ま
る
新

し
い
制
度
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
の
策
定

に
向
け
た
地
域
の
人
と
農
地
の
問
題
の
解

決
の
た
め
の
話
し
合
い
活
動
に
対
し
て
集

落
営
農
活
動
支
援
助
成
を
行
い
ま
す
。

町
・
県
の
補
助
金
を
組
み
合
わ
せ
１０
万
円

の
活
動
費
を
確
保
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
使
途
は
研
修
視
察
の

費
用
、
事
務
用
品
の
購
入
等
に
限
り
ま
す
。

町
単
＝
集
落
営
農
活
動
支
援
事
業

（
定
額
補
助
５
万
円
）

県
単
＝
地
域
振
興
事
業

（
補
助
率
１
／
２
、
限
度
額
５
万
円
）

定例会の様子

定例会の様子

アンケート集計作業の様子

受託組合設立総会

受託組合設立総会

担
い
手
育
成
支
援
室

集
落
営
農
の
取
り
組
み

集
落
営
農
の
取
り
組
み

集
落
営
農
の
メ
リ
ッ
ト

集
落
営
農
の
類
型

推
進
体
制
に
つ
い
て

今
後
の
進
め
方

集
落
営
農
活
動
支
援
事
業

さ
ら
に
前
進
！

■
柊
野
地
区

■
時
吉
地
区

■
別
野
集
落

■
紫
尾
地
区

■
仮
屋
原
集
落

集
落
営
農
と
は
？

町
内
の
新
し
い
取
り
組
み



鶴田の農業
を考える会

永野の農業
を考える会

中津川の農業
を考える会

求名の農業
を考える会

柊野の農業
を考える会

紫尾の農業
を考える会

船木の農業
を考える会

二渡の農業
を考える会

山崎の農業
を考える会

久冨木の農業
を考える会

泊野の農業
を考える会

平川の農業
を考える会

虎居の農業
を考える会

白男川の農業
を考える会 時吉の農業

を考える会
宮之城屋地の農業
を考える会

柏原の農業
を考える会

佐志の農業
を考える会

神子の農業
を考える会

湯田の農業
を考える会

【上位計画】【下位計画】

○○地区

地域づくり

活性化計画

○○区公民館

作　成　済

○○地域農業

マスタープラン

○○区公民館

新規作成

８広報さつま９ 広報さつま

　
さ
つ
ま
町
の
農
業
再
生
と
振
興
及
び
国

の
新
し
い
制
度
「
地
域
の
人
と
農
地
の
問

題
解
決
に
向
け
た
施
策
」
を
推
進
す
る
た

め
、
各
地
区
の
話
し
合
い
活
動
を
進
め
、

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
人
・
農
地

プ
ラ
ン
）
の
作
成
と
そ
の
実
現
の
た
め
の

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
団
体
が
一
体
的
な
検

討
・
支
援
・
検
証
を
行
い
、
各
地
区
の
担

い
手
の
確
保
と
育
成
、
振
興
作
物
の
推
進
、

農
地
の
集
積
等
を
進
め
る
こ
と
で
農
業
振

興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
以
上
の
取
組
み
を
全
町
的
に
進
め
る
た

め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
「
人
と
農
地
の
問
題
」
が
あ

り
５
年
後
、
１０
年
後
の
展
望
が
描
け
な
い

地
域
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」

と
し
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。

◎
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個
人
・

法
人
・
集
落
営
農
）
は
ど
こ
か

◎
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
ど
う
や
っ
て
農

地
を
集
め
る
か

◎
中
心
経
営
体
と
以
外
の
農
業
者
（
兼

業
・
自
給
的
農
家
）
を
含
め
た
地
域
農
業

の
あ
り
方
（
生
産
品
目
、
経
営
の
複
合
化
、

６
次
産
業
化
）
な
ど
を
決
め
ま
す
。

◎
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

◎
農
地
集
積
協
力
金
（
中
心
経
営
体
に
農

地
を
提
供
す
る
方
）

◎
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間
無
利

子
化
（
認
定
農
業
者
）
と
い
っ
た
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
既
存
の
地
域
づ
く
り
活
性
化
計
画
に
整

合
し
た
下
位
計
画

◎
国
の
制
度
や
事
業
を
活
用
す
る
た
め
の

根
拠
と
な
る
プ
ラ
ン

◎
地
域
農
業
の
課
題
対
策
に
つ
い
て
、
住

民
が
方
向
性
を
共
有
す
る
プ
ラ
ン

　
地
域
の
将
来
を
話
し
合
う
組
織
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
プ
ラ
ン
を

作
り
実
行
し
「
人
と
農
地
の
問
題
」
を
解

決
し
ま
し
ょ
う
。

◎
既
存
の
地
域
づ
く
り
活
性
化
委
員
会
、

む
ら
づ
く
り
委
員
会
等
を
ベ
ー
ス
に
再

編
・
組
織
化

◎
話
し
合
い
活
動
と
プ
ラ
ン
づ
く
り

◎
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
の
活
動

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
研
修
視
察
、
勉
強

会
、
研
修
会
・
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど

◎
プ
ラ
ン
と
活
動
の
成
果
検
証

　
旧
町
毎
に
１
地
区
ず
つ
３
地
区
を
指
定

し
、
特
化
し
た
支
援
・
検
討
・
検
証
を
行

い
、
町
の
農
業
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
に
関
係
す
る
関
係
機
関
団
体
で
組

織
し
、
さ
つ
ま
町
の
農
業
に
つ
い
て
、
担

い
手
か
ら
振
興
作
物
ま
で
総
合
的
に
検
討

し
、
地
域
の
話
し
合
い
活
動
を
進
め
既
存

の
地
域
づ
く
り
活
性
化
計
画
の
充
実
と
実

現
を
支
援
す
る
会
で
す
。

　
こ
の
会
の
事
務
局
は
、
北
薩
地
域
振
興

局
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
駐
在
が
担
当
し

ま
す
。

◎
町
担
い
手
支
援
室
・
農
政
課
・
耕
地
林

業
課
・
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、

農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
区
、
農
林
技

術
協
会
、
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
、

北
薩
地
域
振
興
局
さ
つ
ま
町
駐
在

◎
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
と

実
現
の
た
め
の
活
動
に
対
す
る
支
援

◎
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
通
年
の
話
し
合

い
と
活
動
に
対
す
る
支
援

　
さ
つ
ま
町
の
農
業
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
の
総
括
は
、
町
の
担
い
手
育
成

支
援
室
が
担
当
し
ま
す
。

◎
担
い
手
育
成
支
援
室
＝
町
の
課
・
室
・

局
と
し
て
の
名
称

◎
担
い
手
支
援
室
＝
町
・
Ｊ
Ａ
・
県
が
一

体
と
な
っ
て
担
い
手
の
確
保
と
育
成
を
進

め
て
い
る
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
の
名
称

◎
４
～
５
月
　
事
業
の
説
明
会

◎
５
～
６
月
　
地
区
の
農
業
を
考
え
る
会

組
織
化
、
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

◎
６
～
７
月
　
話
し
合
い
活
動
の
実
施
、

プ
ラ
ン
の
作
成

◎
７
～
２
月
　
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
の

活
動
開
始
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
研
修
視

察
、
勉
強
会
、
研
修
会
・
講
演
会
へ
の
参

加
な
ど

◎
２
～
３
月
　
プ
ラ
ン
と
活
動
の
評
価
・

検
証
、
次
年
度
に
引
き
継
ぐ

　
さ
つ
ま
町
の
農
業
再
生
と
振
興
を
目
指

す
以
上
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
つ
ま
町
の
農
業
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

さ
つ
ま
町
の
農
業
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
趣
旨
・
目
的

■
地
域
農
業

　
　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

●
各
地
区
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て

●
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と

○
特
定
の
成
果
を
達
成
す
る
た
め
の
組
織

○
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
（
有
期
性
）

○
個
別
で
ユ
ニ
ー
ク
で
同
じ
も
の
が
な
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
独
自
性
）

○
相
互
に
関
連
す
る
作
業
調
整
が
な
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
互
関
連
性
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
義

平成２４年度さつま町の農業を考えるプロジェクト（体系図）

■
さ
つ
ま
町
の
農
業
を
考
え
る
会

関
係
機
関
団
体
の

一
体
的
な
支
援

■さつま町担い手支援室（町・ＪＡ・県）

①これまでの主な事業費
　〇担い手の確保と育成
　〇集落営農の推進と組織化

②新しい制度推進
【各地域の人と農地の問題の解決に向けた施策（農林水産省）】
　〇人・農地プラン（地域農業マスタープラン）
　〇新規就農　　　〇農地集積

＋

※２０地区への推進：各地区の農業を考える会の設立と活動、地域農業マスタープランの作成

※３モデル地区選定による年間を通した推進活動（補助事業）の実施

支 援 １
地
域
振
興
の
た
め
の
地
域
活
性
化
計
画
の
見
直
し
と
整
合
し
た
地
域
農
業

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
へ
の
支
援

　
①
担
い
手
の
確
保
と
育
成
（
新
規
就
農
者
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
等
）

　
②
農
地
集
積 

③
振
興
作
物
の
位
置
づ
け
と
推
進
　

　
④
地
区
の
主
要
課
題
の
解
決
策
　
⑤
地
区
へ
の
奨
励
事
業
　
な
ど

２
モ
デ
ル
地
区
で
の
話
し
合
い
と
実
践
へ
の
支
援

　
①
担
い
手
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会
　
②
集
落
へ
の
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会

　
③
話
し
合
い
か
ら
実
践
へ
の
展
開
　
④
ま
と
め

●
お
問
い
合
わ
せ
先

さ
つ
ま
町
役
場
　
担
い
手
育
成
支
援
室

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
２
７
）

■
地
区
の
農
業
を
考
え
る
会

■
さ
つ
ま
町
の

　
　
　
　
農
業
を
考
え
る
会

■
今
後
の
進
め
方

●
地
区
で
の
プ
ラ
ン
の
位
置
付
け

●
会
の
組
織
化

●
会
の
仕
事

●
会
の
仕
事

●
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
区
）

※
支
援
室
の
使
い
分
け

●
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

●
構
成
員

担い手に集積を！ 振興作物は？



負担段階 段階分けの条件 保険料率 年間納入保険料
23年度比較

（年間引き上げ額）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

（弾力化）

第４段階

第５段階

第６段階

生活保護の受給者及び老齢

福祉年金の受給者で世帯全

員が住民税非課税の方

本人及び世帯全員が住民税

非課税で、合計所得金額と

課税年金収入額の合計額が

８０万円以下の方

本人及び世帯全員が住民

税非課税で、上記第２段

階に非該当の方

課税世帯で、本人の合計所

得金額と課税年金収入額の

合計額が８０万円以下の住

民税非課税の方

課税世帯で本人が上記弾

力化段階に非該当の方

本人が住民税課税で、合

計所得金額が１９０万円

未満の方

本人が住民税課税で、合

計所得金額が１９０万円

以上の方

基準額×０．５０ ３２,４００円 ７,８００円

基準額×０．５０ ３２,４００円 ７,８００円

基準額×０．７５ ４８,６００円 １１,７００円

基準額×０．８８ ５７,０００円

（端数処理あり）

１３,８００円

基準額×１．２５ ８１,０００円 １９,５００円

基準額×１．５０ ９７,２００円 ２３,４００円

基　準　額 ６４,８００円 １５,６００円

月額保険料

２,７００円

２,７００円

４,０５０円

４,７５２円

５,４００円

８,１００円

６,７５０円
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第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
国
の
制
度
改
正
、
報
酬
改
定
、
第
４
期
計
画
期
間
の

財
源
不
足
に
よ
る
借
入
金
の
返
済
分
、
並
び
に
施
設
整
備
の
充
実
等
に
か
か
る
費
用
の
増

高
等
に
よ
り
、
国
の
平
均
額
を
上
ま
わ
る
引
き
上
げ
額
と
な
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
　
　
　
　
　

　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
な

か
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は

次
の
よ
う
な
事
項
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
（
一
部
抜
粋
）

■
施
設
整
備
に
か
か
る
考
え
方

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所
待
機
者
に
つ
い
て
の
対
策
）

　
　

　
　
在
宅
・
施
設
合
わ
せ
て
２
０
０
名
以
上
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所
待
機

　
者
が
あ
り
、
そ
の
中
の
６０
名
以
上
が
在
宅
の
重
度
者
（
要
介
護
３
・
４
）
で
あ
り
、
認

　
知
症
等
、
在
宅
困
難
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
施
設
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
①
既
存
の
広
域
型
特
養
施
設
の
増
床
　
２０
床

　
②
地
域
密
着
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
設
（
町
指
定
）
　
１
か
所
１８
床

　
③
地
域
密
着
型
小
規
模
多
機
能
の
新
設
（
町
指
定
）
　
　
１
か
所
定
員
２５
名
以
内

　
④
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
指
定
施
設
の
増
（
県
指
定
）

●
地
域
密
着
型
施
設
の
公
募

　
※
右
記
②
と
③
の
地
域
密
着
型
施
設
の
新
設
は
、

　
地
域
を
設
定
し
て
同
一
計
画
と
し
て
公
募
す
る

　
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
５
期
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）

介
護
保
険
事
業
計
画
と
介
護
保
険
料

介護保険料に滞納があると介護サービスを受けるとき次のような制限を受けます。

◎介護保険料の未納期間があると、その期間に応じて介護サービスの利用者負担が通常１割

から３割に引き上げられます。

◎１年以上滞納すると、介護サービスの利用者負担は１０割（全額）となります。割増分は

払い戻しの手続きを別途行う必要があります。

平成２４年度の介護保険料は、第５期計画に基づき大幅な保険料の改定がなされました。

◇介護保険制度については、３年ごとに事業計画を見直し、介護サービスを提供するための財源とし
て必要な介護保険料が決定されます。
　また、介護保険料は、個人所得に応じてそれぞれ異なり、年金からの天引きや納付書によって納め
ていただきます。介護サービスが必要となったときに安心してサービスが利用できるよう、保険料の
納付にご理解とご協力をお願いします。

　第４期（平成２１年度～２３年度）に引き続き第４段階に「保険料の弾力化」という区分を設け、課税対象者と同居
している住民税非課税者に対して保険料負担の軽減をしています。

★第５期計画における保険事業費用見込みと介護保険料

　第５期介護保険事業計画のなかで、介護認定者数の

増加や介護給付費（介護サービス費用全額から利用者

負担を除いた額）の増加に加え、介護報酬の改定、施

設新設や増床、保険料の負担割合の変更などを含む、

第５期（３カ年間）の介護保険事業費用の見込額を基

に介護保険料を算定します。

平成２４年度からの介護保険料基準額（第４段階）が変わります

保険料基準額　年額　４９，２００円　⇒　６４，８００円へ

　　　　　　　　（月額　　４，１００円　⇒　　５，４００円）　

第４期介護保険料（平成２３年度） 　4,100円

①４期の実質保険料不足分

②制度改正による改定分

③県への返済分4,500万円

④施設整備分・その他

⑤基金(積立金）取り崩し分ほか

300

291

184

695

-110

小計
1,360円

合計５,４６０円

第
５
期
介
護
保
険
料

増
減
内
訳

……5,460円のうち60円は
別途財源を充てるため
保険料基準額は5,400円となります。

　月額保険料基準額の引き上げ分の内訳は次のようになります

平成２４年度の介護保険料（第１号被保険者）は次のとおりです

介護保険料を納めないと介護サービスが制限されます。

☆お問い合わせ先

　◎介護保険の制度に関すること　　介護保険課 介護保険係（内線２１７４）

　◎介護保険料に関すること　　　　税務課 町民税係　　　（内線２１１１） ＜第５期月額保険料＞

国 25.0％

都道府県
 12.5％

さつま町
 12.5％

第１号
被保険者
21.0％

＜第５期＞
財源負担割合

第２号
被保険者
 29.0％



長寿健診（特定健診と同じ検査項目）を集団健診会場で受診

加入している医療保険者にお尋ねください。

事業主健診や会社が実施する健診

集団健診会場か登録医療機関（病院）で個別受診

その他の健康保険

血圧・問診 　　尿検査
（たんぱく・糖）

　　　　身体計測
（身長・体重・ＢＭI・腹囲）

　　　　　　　　　　　血液検査
脂質（中性脂肪／ＨＤLコレステロール／ＬＤＬコレステロール）
肝機能（ＡＳＴ／ＡＬＴ／γ-ＧＴＰ）
血糖（空腹時血糖またはＨｂＡ１ｃ）� 「忙しいから健診は受けない」、「自分は健康だから受けない」という方が多くいらっしゃい

ます。しかし、生活習慣病は自覚症状が現れにくく、症状が出たときには重症化しており「入

院」という人が多くいらっしゃいます。

　健診の時間がもったいない、あるいは、自分のからだを過信して健診を受けないでいると、

入院や長期の通院が必要になり、からだにも家計にもまた、家族にも大きな負担をかけること

になります。

特定健診の受け方
　特定健診の受診券（オレンジ色）は４０歳～７４歳までの方を対象に、５月から６月にかけ

て順次配付します。このオレンジ色の受診券を持って、地域の集団健診会場または、登録医療

機関（受診券と一緒に登録医療機関一覧を同封してあります。）にて無料で受診できます。集

団健診は５月から８月、医療機関では１１月まで受診できます。　

国民健康保険加入の方　　　　

　　　　　　　　　本　　人　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　被扶養者　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
７５歳以上の方 　　　
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特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
に
大
き
く
関

係
す
る
「
内
臓
脂
肪
」
に
着
目
し
、
高
血

圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
「
か
か
る
前
に
予
防
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
早
い
段

階
か
ら
生
活
習
慣
病
の
芽
を
摘
み
取
る
こ

と
で
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
医
療

費
の
削
減
」
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
ま
す

。

　　
平
成
２４
年
度
に
受
診
率
が
６５
％
を
超
え

な
け
れ
ば
、
国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
せ

ら
れ
、
国
保
会
計
へ
の
影
響
額
が
試
算
で

は
、
３
千
万
円
を
超
え
る
額
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
を
受
診
し
な
い
と
病
気
の

発
見
が
遅
れ
、
重
症
化
し
た
り
し
て
、
医

療
費
が
高
額
に
な
り
、
皆
様
の
自
己
負
担

額
の
増
加
や
、
国
保
の
財
政
も
深
刻
な
状

態
に
な
り
、
結
果
と
し
て
保
険
税
の
増
額

に
つ
な
が
り
ま
す
。

対象者 集団健診受診 個別健診受診 情報提供 人間ドック受診 受診者合計 受診率

５，０４８人 １，８３８人 ６８９人 ４２人 １３６人 ２，７０５人 ５３．６％

特
定
健
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う
・
・
・

特
定
健
診
を
受
け
な
い
と

　
国
保
の
保
険
税
が

　
　
　
ア
ッ
プ
す
る
？

○人間ドック受診 …… ただし、結果票の写しを役場保険係に提出していただきます。

○かかりつけの医療機関からの検査結果の情報提供 …… 別途、情報提供用紙が必要ですので、通院中の方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は役場保険係または、かかりつけの医療機関にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせください。

○職場で健診 …… 勤務先の職場健診で特定健診の受診券を使用して受けられる事業所がありますので、　
　　　　　　　　　職場にお問い合わせください。

なお、特定健診に関する詳しいこと（集団健診の日程など）は、受診券と同封のチラシをお読みください。

検査項目は

※これまでの総コレステロール値に代わり、動脈硬化と関係が深い
　ＬＤＬ（悪玉）コレステロール値を測定しています。

健康は何より
の宝物です

！

健康な生活習慣自慢表彰者決定健康な生活習慣自慢表彰者決定 　健康づくり推進の町の充実を図る一事業として

実施した、健康な生活習慣自慢の募集の結果、次

の５名（団体）の方々が選定され、４月１３日に

町長から表彰を受けられました。

　以上のとおり、いずれも生活の中に習慣としてとけ込み継続されている取り組みでした。

　表彰を受けられた健康な生活習慣自慢の内容については、６月号の広報紙からシリーズで紹介しますので、

皆さんも参考にされ自分にあった心身の健康づくりに取り組んでください。

お問い合わせ先　健康増進課　健康増進係　内線（２１４３・２１４４）

氏　名（敬称略） 居住 健康な生活習慣

二ツ木　悦男 虎居 立哨５年、ウォーキングと自転
車利用、サロンも世話役

宮之城
屋地

歯磨きの励行（朝昼３分、夜５
～１０分）、定期的な歯科受診

山口　貞子 虎居 週１回ミニソフトバレー、水泳
マスターズ出場目標

紫尾
歯磨きの励行（隅々まで丁寧
に１本１本磨く）

早﨑　キクヱ

増穗　由美

  宮之城楽々
ウォーキング会
（会員６０名超）

団体
平成１４年度組織後１０年間
活動継続、月２回の定例会、
個人でも実施

国
保
の
被
保
険
者
に
対
す
る

　
　
　
　 

　 

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

平成２３年度のさつま町の特定健診受診は次のような状況です。

（平成24年２月末現在）

忙しいから、自分は健康だから特定健診を受けない …… ？？？

　特定健診は集団健診、登録医療機関での個別健診のほかに、次のいずれかの方法で
受診したことにできます。

ストップ
！

メタボ！

受けて安心
！特定健診

！
受けて安心

！特定健診
！

受賞を受けた皆さん

健康体操 特定健診（集団健診）のようす
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８９５ １８０３

さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
一
五
六
五
│
二

さ
つ
ま
町
役
場

　
　
　
　
健
康
増
進
課
　
行

恐れ入りますが

50円切手を

お貼りください

さ
つ
ま
町

氏
　
名

連
絡
先

〒

郵　便　は　が　き

　
町
で
は
、
平
成
23
年
２
月
、
さ
つ
ま
町

民
の
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
、
い
き
い
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
、

「
健
康
づ
く
り
推
進
の
町
」
宣
言
を
し
ま

し
た
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

毎
日
の
生
活
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
が

大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
さ
ら
に
、

町
全
体
で
健
康
を
意
識
し
、
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
健
康
さ
つ

ま
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
町
が
定
め
た
事
業
に
参
加
し
、
そ
こ
で

開
催
者
か
ら
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
も
ら
い

ま
す
。

２
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
る
事
業

　
　
　
　
　
（
シ
ー
ル
２
枚
）

１
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
る
事
業

　
　
　
　
　
（
シ
ー
ル
１
枚
）

健
康
さ
つ
ま

　
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
？

ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

　
応
募
用
紙
１
枚
に
５
枚
シ
ー
ル
を
集
め

て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
は
い
く
つ
集
め
れ
ば
い
い
の
？

　
平
成
25
年
２
月
の
町
民
大
会
に
行
い
ま
す

抽
選
日
は
い
つ
？

当
選
し
た
ら
何
が
も
ら
え
る
の
？

　
町
内
に
住
所
の
あ
る
満
18
歳
以
上
の
方

（
学
生
の
方
は
除
く
）
な
ら
、
お
一
人
何

枚
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
が
あ
る
の
？

　
平
成
24
年
５
月
１
日
～

　
　
　
平
成
25
年
１
月
31
日

　
　
　
　
（
消
印
は
、
１
月
31
日
有
効
）

応
募
期
間
は
い
つ
ま
で
？

・
国
保
の
特
定
健
診
（
集
団
･
個
別
）
を
受
診

・
職
場
の
健
診
を
受
診

・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診

・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

・
が
ん
検
診
を
受
診

　
（
大
腸
・
胃
・
肺
・
子
宮
・
乳
が
ん
）

　
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
数

賞
　
品

等

１
本

１
等

２
等

３
等

４
等

５
等

３
本

５
本

10
本

50
本

国
内
旅
行
券
又
は

商
品
券
（
10
万
円
）

健
康
グ
ッ
ズ
又
は

商
品
券
（
５
万
円
）

健
康
グ
ッ
ズ
又
は

商
品
券
（
１
万
円
）

健
康
グ
ッ
ズ
又
は

商
品
券
（
５
千
円
）

入
浴
券
（
３
千
円
分
）

健康さつま

シール見本

１－１

●
学
校
応
援
団
と
は
？
　

　
学
校
の
教
育
活
動
を
地
域
の
方
々
に
支

援
し
て
も
ら
う
制
度
で
、
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
は
生
涯
学
習
と
し
て
学
び
を
生
か

す
場
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
多
く
の
体

験
・
経
験
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

及
び
規
範
意
識
の
向
上
に
繋
が
り
、
学
校

に
と
っ
て
は
充
実
し
た
教
育
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
色
々
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

●
目
的
と
効
果
は
？

①
自
分
の
知
識
や
技
能
、
生
涯
学
習
等
で

学
ん
だ
こ
と
を
学
校
の
教
育
の
場
で
活
か

す
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
生
き
が
い
に
な

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
「
笑
顔
・

あ
り
が
と
う
」
と
「
元
気
」
を
貰
え
る
。

②
学
校
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
学
校

と
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が
深
め
ら

れ
る
。

③
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
充
実
し
た
教
育
活

動
が
展
開
で
き
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
気
運
が
高
ま
る
。

●
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る

こ
と
を
」
が
基
本
で
す
。
事
前
に
指
導
で

き
る
こ
と
を
登
録
い
た
だ
き
、
学
校
の
求

め
に
応
じ
て
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
援
し
た
い
学
校
も
地
元
の
学
校
だ
け
と

か
、
町
内
全
学
校
な
ど
選
択
も
で
き
ま
す
。

　
活
動
内
容
と
し
て
、
例
え
ば
、
教
育
活

動
補
助
、
農
業
指
導
、
郷
土
学
習
、
安
全

見
守
り
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
考
え
ら
れ

ま
す
。

●
応
援
団
登
録
の
方
法

　
「
学
校
応
援
団
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

の
チ
ラ
シ
が
別
途
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
登
録
申
込
方
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■お問い合わせ先

　さつま町教育委員会 社会教育課

　社会教育係（内線２５３１）

　
町
で
は
、
平
成
１８
年
７
月
の
鹿
児
島
県

北
部
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
防
災
関

係
機
関
が
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
情
報
連
絡
・
伝
達
、
救
出
・
救
護
、

避
難
誘
導
な
ど
の
対
応
が
、
迅
速
か
つ
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
防
災
体
制
の
確
立
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
「
自
助
」
「
共
助
」

「
公
助
」
が
つ
な
が
る
こ
と
で
地
域
の
安

全
・
安
心
が
図
ら
れ
る
観
点
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
、
活
動
の
促
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
の
防
災
訓
練
を
５
月
２７
日

（
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
防
災
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
と
防
災
へ
の
対
応
を

図
る
た
め
、
今
年
も
自
主
防
災
組
織
（
公

民
会
）
単
位
で
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

改
修
さ
れ
た
鶴
田
中
学
校
プ
ー
ル

▲

「
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
シ
ー
ル
」
を
集
め
る

応
募
用
紙
１
枚
に
、

　
５
枚
シ
ー
ル
を
貼
り
、
投
函

町
民
大
会
で
抽
選
当
選
者
に

　
　
　
　
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

見
本
見
本

　
皆
さ
ん
が
毎
月
支
払
う
電
気
料
金
か
ら
、

電
力
会
社
は
販
売
電
気
一
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ

ｈ
あ
た
り
３
７
５
円
を
電
源
開
発
促
進
税

と
し
て
国
に
納
め
て
い
ま
す
。
そ
の
納
め

ら
れ
た
税
金
か
ら
発
電
用
施
設
周
辺
地
域

の
地
域
振
興
対
策
の
た
め
に
関
係
市
町
村

へ
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
も
、
水
力
発
電
施
設
関
係
交
付

金
と
電
力
移
出
県
交
付
金
（
県
内
の
発
電

電
力
が
消
費
電
力
を
超
え
て
他
県
へ
移
出

さ
れ
て
い
る
部
分
の
電
力
量
に
対
す
る
交

付
金
）
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
は
、
こ
の
交
付
金
や
交
付

金
を
積
み
立
て
た
基
金
を
活
用
し
て
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
町
道
小
池
線
簡
易
舗
装
工
事

○
さ
つ
ま
町
消
防
署
訓
練
場
舗
装
補
修
工
事

○
公
共
施
設
維
持
補
修
の
た
め
の
基
金
造
成
事
業

○
公
共
施
設
維
持
補
修
の
た
め
の
基
金
処
分
事
業

　
・
鶴
田
中
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

※
昨
年
の

東
日
本
大

震
災
以
降
、

電
力
が
大

き
く
不
足

し
て
い
ま

す
。
地
球

温
暖
化
防

止
の
観
点

か
ら
も
節

電
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む

　
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
と
い
う
意
識
が
、
低

下
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
、
学
校
、

家
庭
及
び
地
域
住
民
等
が
連
携
し
、
地
域
全
体
で
教
育
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
「
学
校
応
援

団
」
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
学
校
応
援
団
を
設
置
～

５
月
27
日
（
日
）
は
、

町
内
一
斉
防
災
訓
練
の
日
で
す

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

健
康
増
進
課
よ
り
お
知
ら
せ

「
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

「
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す



【国土交通省関連工事】

　　　（平成24年４月６日現在）

≪激特事業関連工事　計２件≫

③柏原地区

　・築堤護岸工事（２件）

　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計４件≫

④神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・制水ゲート工事（２件）

【北薩地域振興局関連工事】

　　（平成24年４月６日現在）

①山崎地区

　・護岸、築堤工事（４件）

　・山崎橋工事（３件）

②虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事（２件）

　・宮之城橋工事（３件）

１

鶴田ダム

《今月の現場写真》

４

２

３

16広報さつま17 広報さつま

健康さつまポイント応募券

　
応
募
用
紙
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
50
円

切
手
を
貼
り
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、
役

場
本
庁
及
び
支
所
に
あ
る
応
募
箱
に
投
函

し
ま
す
。

応
募
方
法

・
こ
の
広
報
紙
に
あ
る
応
募
用
紙

・
役
場
本
庁
や
支
所
に
お
い
て
あ
る
応
募

　
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙

　
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
町
民
が
自
主
的
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
基
本
に
町
主
催
事
業

以
外
は
、
申
請
さ
れ
た
も
の
を
町
が
審
査

し
認
定
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
開
始
の
今
年
度
は
、
一
事

業
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
シ
ー
ル
発
行
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
５
月
１
日
か
ら
、
平
成
25
年

１
月
31
日
と
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら
は
、
次
年
度

事
業
の
扱
い
と
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
事
業
実
施
期
間

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
内
線
　
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

・
特
定
健
診
結
果
報
告
会

・
水
中
運
動
教
室

・
か
ら
だ
改
善
教
室

・
さ
つ
ま
健
康
体
操
教
室

・
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
町
民
大
会

・
町
民
体
育
祭
出
場
者

・
屋
地
楽
習
館
で
の
健
康
相
談

・
そ
の
他
、
町
が
認
め
る
催
し

　
体
育
協
会
等
が
主
催
す
る
事
業
の
中

で
、
町
民
が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
事

業
と
す
る
。

事
業
例

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
又
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
筋
ト
レ

・
太
極
拳
や
ヨ
ガ

・
町
内
の
温
泉
活
用

※
町
主
催
の
事
業

　
①
一
回
の
参
加
で
一
ポ
イ
ン
ト

※
町
体
育
協
会
主
催
の
事
業
　

　
個
人
の
申
請
に
よ
り
認
め
ま
す
。

　
申
請
に
は
、
習
慣
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
日
誌
等
の
記
録
し
て
あ
る
物
を

役
場
健
康
増
進
課
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
日
誌
等
が
な
い
場
合
に
は
、
役
場
健
康
増

進
課
で
定
め
た
月
毎
の
記
録
紙
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
記
録
は
２
か
月
分
の
記
録
を
求
め
ま
す
。

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
は
２
か
月
の
提
出
ご
と

に
一
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
も
ら
え
ま
す
。

※
個
人
で
行
う
習
慣
的
健
康
づ
く
り
　

　
団
体
が
主
催
す
る
事
業
は
、
事
業
開
始

前
に
事
前
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
が

審
査
し
認
め
た
も
の
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
（
会
社
や
健

康
グ
ル
ー
プ
、
公
民
館
、
サ
ロ
ン
な
ど
）
は
、

必
ず
次
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体
主
催
の
事
業
　

　人間ドックや特定健診の個別健診、職場健診等でシール

の無い方は受診日と病院名等を記載してください。

場所：山崎地区久富木川

　久富木川は、平成21年３月頃から東橋の付替工事と築堤工事が進められています。東橋は平成23年３月

に完成し、現在築堤工事は、６月の梅雨の時期頃までには一定の安全性が確保されるように工事が進めら

れています。

■お問い合わせ先■
　●国土交通省　川内川河川事務所　　TEL (0996) 22-3271　　　　　　　　●鹿児島県北薩地域振興局　建設部
　　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　　　　　　　　　　　　　土木建築課　道路建設第２係
　　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（0996）25-5289
　　激特事業工事に関すること　　　 宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL (0996) 53-1756

東橋下流左岸側

東橋下流右岸側

「
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
」
を
発
行
申
請

審
査
が
通
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
も
ら
う

事
業
時
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
配
布

←川内川←川内川
山
崎
橋

山
崎
橋

１
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
る
事
業

　
　
　
　
　
（
シ
ー
ル
１
枚
）

↑
久
富
木
川

↑
久
富
木
川

東橋東橋

シール５枚集めて　10万円ゲット！

※健診名に○で囲んでください。

　（ 個別健診・ 職場健診・ 人間ドック・ がん検診 ）

※受診日　　平成　　　年　　　月　　　日

※受診病院等（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

※職場健診　職場名（　　　　　　　　　　　　　 　）

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

お
か
げ
さ
ま
で
20
周
年

交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

　
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園

平
成
24
年
度

交
通
少
年
団
結
団
式

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

竹
紙
ノ
ー
ト
贈
呈
式

よ
う
こ
そ 

さ
つ
ま
町
へ

「
さ
つ
ま
る
」ち
ゃ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
出
迎
え
！

掘って

 ビックリ

■
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ア
ユ
の
稚
魚
放
流

伝
統
を
引
き
継
ぎ
…

竹
細
工
教
室

「
九
州
農
政
局
長
賞
」
受
賞

小
松
園
　
子
さ
ん

18広報さつま19 広報さつま

　
３
月
２５
日
、
２０
周
年
を
迎
え
た

「
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
」
の
オ

ー
プ
ン
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
泊
野
地
区
筍
生
産
振
興
会
代

表
の
三
腰
佑
昭
さ
ん
が
筍
掘
り
の

指
導
を
さ
れ
、
参
加
者
（
約
１
１

０
名
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
た
け
の
こ

園
に
分
か
れ
使
い
慣
れ
な
い
「
く

わ
」
を
使
っ
て
た
け
の
こ
掘
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
昼
食
で
は
、
地
元
の
林
産
女
性

グ
ル
ー
プ
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

「
た
け
の
こ
づ
く
し
の
料
理
」
を

味
わ
い
な
が
ら
、
「
み
や
ん
じ
ょ

五
つ
太
鼓
（
雲
母
流
）
」
の
演
奏

や
抽
選
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
東
京
都
か
ら
参
加
さ
れ
た
佐
川

さ
ん
親
子
は
「
東
京
で
は
絶
対
出

来
な
い
体
験
な
の
で
参
加
出
来
て

よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
２
回
目
も
４
月
１
日
に
開
催
さ

れ
、
１
２
０
名
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
「
第
４
回
地
産
地
消
給
食
等

メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お

い
て
、
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
が
、
九
州
農
政
局
長
賞
を
受

賞
し
、
受
賞
伝
達
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
農
林

水
産
省
が
地
産
地
消
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
学
校
給

食
や
社
員
食
堂
等
を
対
象
に
、

地
域
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産

物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　
児
童
生
徒
へ
の
地
元
食
材
の

紹
介
や
生
産
者
と
の
交
流
活
動
、

地
域
の
生
産
者
・
加
工
グ
ル
ー

プ
と
の
連
携
に
よ
り
地
場
産
物

の
活
用
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
総
合
的
に
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
１２
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
あ
わ
せ
て
交
通
安
全
総

点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
、

企
業
・
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
「
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
道
路
交
通
環
境
づ
く
り
」
を
行

い
、
交
通
の
安
全
確
保
を
目
指
そ

う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
点
検
で
は
、
歩
行
者
や

自
転
車
・
自
動
車
交
通
量
の
多
い

通
学
路
を
含
ん
だ
箇
所
を
対
象

に
、
山
崎
小
学
校
周
辺
と
大
畝
町

公
民
館
周
辺
の
２
班
に
分
け
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
に
は
、
小
学
生
や
身
体
障

害
者
・
高
齢
者
の
方
々
を
は
じ
め

交
通
安
全
協
会
・
警
察
署
・
北
薩

地
域
振
興
局
な
ど
か
ら
約
６０
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
普
段
何
気
な

く
利
用
し
て
い
る
道
路
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

確
認
し
な
が
ら
点
検
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
点
検
終
了
後
は
、
全
員
で
意
見

交
換
を
行
い
、
点
検
箇
所
や
道
路

環
境
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

な
ど
が
発
表
さ
れ
、
指
摘
箇
所
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者

か
ら
改
善
に
対
す
る
考
え
方
・
計

画
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１１
日
、
盈
進
小
学
校
校
長

室
で
平
成
２４
年
度
宮
之
城
交
通
少

年
団
（
盈
進
小
５
・
６
年
生
１７
名

で
構
成
）
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
交
通
少
年
団
は
、
昭
和
４９
年
４

月
に
西
日
本
で
初
め
て
結
成
さ
れ
、

長
い
伝
統
を
誇
り
地
域
の
交
通
安

全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
毎
月
２０
日
の
「
交

通
安
全
の
日
」
に
宮
之
城
屋
地
本

町
交
差
点
に
て
立
哨
を
行
う
ほ
か
、

交
通
安
全
週
間
や
交
通
安
全
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
結
団
式
で
は
、
盈
進
小
学
校
校

長
、
さ
つ
ま
警
察
署
長
、
さ
つ
ま

地
区
交
通
安
全
協
会
の
方
々
が
激

励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た

交
通
少
年
団
員
の
皆
さ
ん
は
交
通

少
年
団
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

団
員
と
し
て
の
決
意
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　
商
工
会
女
性
部
（
池
山
れ
い
子

部
長
）
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
さ
つ
ま
る
」
ち
ゃ
ん

の
横
断
幕
を
作
成
、
パ
ン
ジ
ー
の

プ
ラ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
宮
之
城
屋

地
商
店
街
入
口
（
国
道
２
６
７
号

線
と
３
２
８
号
線
の
合
流
地
点
）

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
交
通
網
の
拠
点
に
来
町
者
の
歓

迎
横
断
幕
が
で
き
あ
が
り
、
「
少

し
で
も
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
景
観
が

良
く
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
部
長

は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
５
日
、
平
成
２２
年
に
平
川

区
に
設
立
さ
れ
た
さ
つ
ま
林
産
株

式
会
社
に
よ
る
、
竹
紙
ノ
ー
ト
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
社
は
中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式

会
社
へ
の
竹
チ
ッ
プ
及
び
木
材
チ

ッ
プ
（
間
伐
材
）
の
製
造
・
販
売

を
目
的
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
会
社
設
立
か
ら
１
年

を
経
過
し
た
記
念
と
本
町
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
か
ら
町
内
の
各
中
学

校
及
び
薩
摩
中
央
高
等
学
校
の
生

徒
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
を
受
け
た
関
係
者
か
ら
は
、

「
紙
質
も
良
く
、
本
町
に
豊
富
に

あ
る
竹
を
使
用
し
た
ノ
ー
ト
で
あ

り
、
故
郷
を
身
近
に
感
じ
る
製
品

で
あ
り
が
た
い
」
と
の
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
環
境
に
や
さ
し
い
竹
紙

ノ
ー
ト
の
需
要
が
高
ま
り
、
竹
の

間
伐
に
よ
る
竹
山
の
整
備
が
進
め

ば
、
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
タ
ケ

ノ
コ
の
生
産
に
つ
い
て
も
増
加
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
４
期
１２
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
町
民
の
人
権
に
関

す
る
相
談
や
啓
発
活
動
に
務
め
て

こ
ら
れ
た
小
松
園
　
子
さ
ん
が
こ

の
度
退
任
さ
れ
、
去
る
４
月
１１
日

法
務
大
臣
よ
り
そ
れ
ま
で
の
功
績

に
対
し
て
、
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、
受
賞
し
た
給
食
メ
ニ
ュ

ー
は
、
「
薩
摩
の
宝
」
給
食
と
題

し
て
、
町
事
業
に
よ
り
提
供
さ
れ

た
町
内
産
黒
毛
和
牛
を
使
用
し
た

「
薩
摩
の
宝
巻
き
」
、
町
内
産
有

機
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
産

野
菜
を
使
っ
た
「
薩
摩
の
み
そ

汁
」
、
町
内
産
の
み
か
ん
・
ご
飯

な
ど
、
食
材
の
殆
ど
が
さ
つ
ま
町

産
の
も
の
で
す
。

　
こ
う
や
っ
て
見
る
と
、
我
が
町

は
食
材
の
宝
庫
と
言
え
る
ほ
ど
沢

山
の
農
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
る

事
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
　

　
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

も
地
場
産
物
の
活
用
に
努
め
、
地

産
地
消
の
推
進
に
よ
り
六
次
産
業

化
に
寄
与
す
る
学
校
給
食
事
業
を

実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
町
内
の
珍
し
い
農

産
物
な
ど
有
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１０
日
・
１１
日
、
本
町
を
流

れ
る
川
内
川
本
流
・
支
流
に
お
い

て
川
内
川
漁
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
　
田
渕
政
春
氏
）
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
稚
ア
ユ
の
放

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
長
５
㎝

～
７
㎝
の
稚
ア
ユ
を
約
１
７
０
㎏

放
流
し
、
６
月
１
日
の
ア
ユ
漁
解

禁
ま
で
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

を
祈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
内
川
漁
業
協
同
組
合

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

６
月
３
日
（
日
）
に
は
「
第
６
回

川
内
川
鮎
ま
つ
り
」
が
二
渡
水
辺

公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
３
月
２３
日
、
宮
之
城
伝
統
工
芸

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
竹
細
工
教

室
（
つ
づ
ら
工
芸
教
室
）
の
修
了

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
伝
統
工
芸
等
の
保

存
・
継
承
を
行
い
、
活
力
の
あ
る

地
域
づ
く
り
・
伝
統
工
芸
の
里
づ

く
り
を
目
指
し
開
催
さ
れ
、
２６
年

目
（
２４
年
目
）
を
迎
え
る
歴
史
あ

る
も
の
で
、
今
年
も
１
年
生
か
ら

研
究
生
ま
で
９４
名
が
修
了
証
を
授

与
、
各
学
年
で
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
竹
細
工
教
室
は
「
竹
の
町
　
宮

之
城
」
か
ら
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
観
光
客
の
方
々
が
視
察

に
お
い
で
に
な
る
な
ど
、
観
光
振

興
の
面
で
も
本
町
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

感謝状が伝達された小松園さん

危険箇所を点検する参加者

発足式終了後の敬礼

薩摩中央高校江口校長、さつま林産㈱古川社長、日髙町長、東教育長（左から）

長さ６０cm
重さ６.９kg

漁協組合員により放流される稚アユ

たけのこ掘りをする佐川さん親子

表彰伝達式終了後の様子

修
了
式
の
様
子

受賞した給食メニュー
設置された横断幕とプランター

　
神
子
区
の
大
野
松
男
さ

ん
が
所
有
さ
れ
る
山
林
で
、

４
月
９
日
に
掘
り
出
さ
れ

た
も
の
で
す
。
筍
の
頭
の

部
分
が
少
し
出
て
い
た
だ

け
で
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に

大
き
な
筍
が
埋
ま
っ
て
い

る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　
掘
り
出
さ
れ
た
筍
は
、
役
場
本
庁

舎
の
玄

関
に
展

示
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま

し
た
。 ！



　第５回さつま町文化祭を、５月１２日

～１３日の２日間、宮之城文化センター

にて開催します。

　展示発表は、１２日・１３日の両日、

午前８時３０分から午後５時まで、本館

ロビーで開催します。１３団体の会員が

日頃から丹念に制作してきた様々な作品

を展示します。

　芸能発表は、５月１３日、午前１０時

から午後４時まで、ホールにて、舞踊・

太鼓・バンド演奏・コーラス・ハーモニ

カなど２４団体による多彩な発表があり

ます。

　日頃取り組んでいる活動の成果を発表

しますので、文化協会員の元気な活動を

ぜひご覧ください。

お問い合わせ先：さつま町教育委員会　文化課

℡（５３）１７３２

第５回さつま町文化祭

のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

よ
う
こ
そ
先
生
！

　
転
入
教
職
員
の
集
い

川
原
分
団

　
　
車
庫
が
完
成

５
０
０
人
街
頭
総
立
哨

「
交
剣
知
愛
」
の
精
神
で
！

道
路
愛
護
・

　
河
川
愛
護
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
功
労
者
へ

　
　
　
　
感
謝
状
の
贈
呈

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
）

　
　
　
　
の
捕
獲
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
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４
月
１３
日
、
本
町
の
小
・
中
学

校
に
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
４３
人
の

先
生
方
を
迎
え
、
転
入
教
職
員
歓

迎
会
と
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
、
日
髙
町
長
と
大

園
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

地
元
特
産
の
お
茶
で
乾
杯
し
、
旬

の
た
け
の
こ
な
ど
、
郷
土
の
素
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
で
会

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
食
の
合

間
に
は
、
転
入
さ
れ
た
方
々
の
自

己
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宣
誓
式
で
は
、
柏
原
小
学
校
の

佐
藤
雄
治
教
諭
と
薩
摩
中
学
校
の

黒
石
川
正
専
門
員
（
事
務
職
員
）

が
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
、
東
教
育

長
の
激
励
の
も
と
、
さ
つ
ま
町
教

職
員
と
し
て
決
意
を
新
た
に
さ
れ

ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
取
り
組
み
で
、

町
内
で
５
０
０
人
街
頭
総
立
哨
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
通
安
全
推
進
機
関

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
み
な

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
新
年
度
通
学
や
出
勤

途
中
の
児
童
・
生
徒
・
ド
ラ
イ
バ

ー
等
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
３
月
４
日
、
鶴
田
武
道
館
に
て

「
第
７
回
さ
つ
ま
町
剣
道
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
９６
名
が
参
加
し
、
団

体
戦
・
個
人
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
銃
剣
道
と
の
異
種
試
合

や
居
合
道
の
演
武
も
催
さ
れ
大
会

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
小
学
校
団
体
戦
（
高
学
年
の
部
）

　
優
勝
　
薩
摩
剣
志
館

☆
小
学
校
団
体
戦
（
低
学
年
の
部
）

　
優
勝
　
平
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

☆
小
学
校
個
人
戦
（
高
学
年
の
部
）

　
優
勝
　
大
田
一
徹
（
薩
摩
剣
）

☆
小
学
校
個
人
戦
（
低
学
年
の
部
）

　
優
勝
　
木
場
友
哉
（
鶴
田
剣
）

☆
中
学
校
個
人
戦

　
優
勝
　
富
澤
昇
輝
（
宮
之
城
中
）

☆
高
校
個
人
戦

　
優
勝
　
東
　
省
吾
（
薩
摩
中
央
）

☆
一
般
団
体
戦
（
職
場
・
職
域
対
抗
の
部
）

　
優
勝
　
薩
摩
レ
デ
ィ
ー
ス

☆
一
般
団
体
戦
（
支
部
対
抗
の
部
）

　
優
勝
　
薩
摩
支
部

　
３
月
２９
日
、
町
の
道
路
愛
護
及

び
河
川
愛
護
運
動
の
表
彰
式
が
町

長
室
で
行
わ
れ
、
次
の
３
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
道
路
や
河
川
の
環

境
美
化
活
動
な
ど
に
著
し
い
功
績

の
あ
っ
た
団
体
等
に
送
ら
れ
る
も

の
で
、
３
団
体
と
も
公
民
会
総
ぐ

る
み
で
清
掃
作
業
等
に
取
り
組
ま

れ
る
な
ど
他
の
見
本
と
な
る
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
道
路
愛
護
表
彰
】
　

　
甫
立
公
民
会

　
大
野
公
民
会

【
河
川
愛
護
表
彰
】

　
新
岩
元
公
民
会

　
川
原
分
団
消
防
車
庫
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
宮
之
城
の
向
か
い
側
に
完

成
し
、
３
月
２５
日
に
日
髙
町
長
か

ら
竹
添
分
団
長
に
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
旧
消
防
車
庫
は
築

３５
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
や
敷
地

の
狭
さ
な
ど
消
防
団
活
動
に
支
障

を
き
た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今

回
新
し
く
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
消
防
団
車
庫
は
、
鉄
骨

平
屋
造
９６
㎡
で
、
車
庫
の
ほ
か
に

団
員
の
待
機
室
も
備
え
ら
れ
て
お

り
、
今
後
宮
之
城
屋
地
地
区
の
防

災
拠
点
及
び
住
民
へ
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
３
月
２７
日
、
毎
年
８
月
に
宮
之
城

総
合
体
育
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
宮
之

城
合
宿
」
の
開
催
に
お
い
て
、
合
宿

開
始
当
時
か
ら
長
年
に
わ
た
り
、
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
重
富

中
学
校
勤
務
の
花
田
勝
幸
先
生
に
日

髙
町
長
か
ら
感
謝
状
と
特
産
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
合
宿
は
、
町
内
の
旅
館
等
に

宿
泊
し
て
実
施
さ
れ
、
平
成
１１
年
頃

に
１１
校
で
始
ま
り
、
現
在
で
は
２０
数

校
が
参
加
す
る
合
宿
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
花
田
先
生
は
３
月
末
で
退
職
さ
れ

ま
し
た
が
、
「
今
後
も
合
宿
に
は
、

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

新しく完成した川原分団車庫

新岩元公民会長、大野公民会長、甫立公民会長（左から）

宣
誓
書
を
読
み
上
げ
る
佐
藤
教
諭
（
右
か
ら

２
人
目
）
と
黒
石
川
専
門
員
（
右
）

感謝状を手にする花田先生

宮之城鉄道記念館前での総立哨

　
さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会
で
は
、

長
い
年
月
を
か
け
成
長
し
た
大
木

や
、
歴
史
を
と
も
に
歩
ん
で
き
た

名
木
を
後
世
に
残
す
た
め
、
「
さ

つ
ま
の
古
木
名
木
百
選
」
を
発
行

し
ま
し
た
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
お
買
い

求
め
下
さ
い
。

■
販
売
価
格

　
　
１
冊
５
０
０
円
（
税
込
み
）

※
窓
口
で
の
販
売
の
ほ
か
、
振
込

に
よ
る
遠
方
へ
の
発
送
も
行
い

ま
す
。
発
送
申
込
み
の
際
は
、

販
売
代
金
と
送
料
（
ク
ロ
ネ
コ

メ
ー
ル
便
に
て
発
送
し
ま
す
。

１
～
２
冊
８０
円
、
３
～
４
冊
１

６
０
円
）
を
別
途
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。

■
購
入
先

・
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー 

　

　
　
（
教
育
委
員
会
文
化
課
）

　
　
　
　
　
℡
（
５３
）
１
７
３
２

・
さ
つ
ま
町
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
℡
（
５２
）
３
３
４
０

・
鶴
田
中
央
公
民
館

　
　
（
鶴
田
教
育
係
）

　
　
　
　
　
℡
（
５９
）
２
０
２
２

・
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
　
（
薩
摩
教
育
係
）

　
　
　
　
　
℡
（
５７
）
０
９
７
０

「
さ
つ
ま
の
古
木

　
　
名
木
百
選
集
」

　
　
　
　
　
　
を
発
行

「
さ
つ
ま
の
古
木

　
　
名
木
百
選
集
」

　
　
　
　
　
　
を
発
行

文
化
財

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　
　
　
　
が
発
足

　
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に

よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

電
気
柵
の
設
置
に
対
す
る
補
助
や
猟

友
会
に
委
託
し
て
狩
猟
期
間
外
に
水

田
等
の
農
地
を
荒
ら
す
有
害
鳥
獣
を

捕
獲
し
て
き
ま
し
た
。

　
銃
器
と
ワ
ナ
に
よ
る
効
果
的
な
捕

獲
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
も
昨
年
度
以
上
に
た

く
さ
ん
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
近
年
急
速
に
生
息
域
を
広

げ
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ

ル
対
策
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
求
名

地
区
に
お
い
て
サ
ル
に
発
信
器
を
装

着
し
て
遊
動
域
等
を
調
査
し
て
い
ま

す
。

　
調
査
後
は
、
サ
ル
の
群
れ
の
接
近

を
事
前
に
い
ち
早
く
察
知
す
る
た
め

の
警
戒
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　
町
及
び
町
鳥
獣
被
害
防
止
協
議
会

で
は
被
害
農
家
が
自
ら
有
害
鳥
獣
を

捕
獲
出
来
る
よ
う
狩
猟
免
許
の
取
得

を
推
進
す
る
と
共
に
、
捕
獲
器
材
の

購
入
及
び
制
作
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
狩
猟
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
次
の
補
助
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
町
単
独
事
業
（
新
規
事
業
）

・
狩
猟
者
支
援
補
助
金

　
新
規
狩
猟
者
１
０
，
０
０
０
円

　
狩
猟
者
　
　
　
５
，
０
０
０
円

・
鳥
獣
捕
獲
器
等
購
入
事
業
補
助
金

箱
ワ
ナ
の
購
入
又
は
そ
の
資
材
の

購
入
に
か
か
る
費
用
の
１
／
３

上
限
２
０
，
０
０
０
円
と
し
１
人

１
器
ま
で

く
く
り
ワ
ナ
の
購
入
又
は
そ
の
資
材

の
購
入
に
か
か
る
費
用
の
１
／
３

上
限
１
器
当
た
り
１
，
０
０
０
円

と
し
１
人
１０
器
ま
で

■
さ
つ
ま
町
鳥
獣
被
害
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
協
議
会

・
狩
猟
免
許
取
得
講
習
会
助
成

　
助
成
額
　
５
，
０
０
０
円

・
箱
ワ
ナ
の
無
償
貸
出

　
現
在
、
協
議
会
で
は
箱
ワ
ナ
を
７

器
保
有
し
て
い
ま
す
が
、
狩
猟
者
登

録
を
し
て
い
る
狩
猟
者
に
対
し
無
償

で
貸
出
を
行
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
学
校
や
、
各
種
団
体

等
の
要
請
に
応
じ
て
、
町
内
に
数

多
く
存
在
す
る
文
化
財
と
、
そ
の

歴
史
を
案
内
す
る
「
文
化
財
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
」
を
、
４
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
、

昨
年
度
の
養
成
講
座
を
修
了
し
た

１２
名
か
ら
な
り
ま
す
。

　
地
域
で
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財

を
通
し
て
、
学
校
教
育
や
各
種
研

修
、
地
域
の
活
動
等
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
案
内
の

申
し
込
み
は
、
１０
日
前
ま
で
に
、

指
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、

教
育
委
員
会
文
化
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
に
お
示
し
す
る
の
は
、

代
表
的
な
文
化
財
・
史
跡
の
例
で

す
が
、
ご
希
望
に
応
じ
て
、
コ
ー

ス
を
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

■
町
内
の
代
表
的
な
文
化
財
・
名
所
な
ど

宗
功
寺
跡
　
永
野
金
山
　
紫
尾
神

社
　
山
崎
御
仮
屋
跡
　
大
願
寺
跡

墓
石
塔
群
　
興
詮
寺
（
本
堂
）
内

陣
　
別
府
原
古
墳
　
湯
田
原
古
墳

観
音
滝
（
長
野
城
跡
）
ほ
か
、
県

指
定
・
町
指
定
文
化
財
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
教
育
委
員
会
　
文
化
課

　
　
　 

℡
（
５３
）
１
７
３
２

【
電
気
柵
設
置
事
業
実
績
】

■
町
単
独
事
業

　
３９
基
（
イ
ノ
シ
シ
用
８
基
）
　

　
　
（
シ
カ
用
３１
基
）

　
受
益
面
積
２８
ｈａ

　
補
助
金
１
，
７
２
３
千
円

■
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
（
国
庫
）

　
１
基
（
シ
カ
用
）

　
受
益
面
積
４
．
９
ｈａ

　
補
助
金
６
１
０
千
円

【
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
実
績
】

　
　
（
　
）
は
前
年
度
捕
獲
数

　
イ
ノ
シ
シ
４
１
５
頭

 
 
 
 
 

　
　
　 

（
２
９
９
頭
）

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
６
５
７
頭

 
 
 
 
 

　
　
　 

（
３
０
８
頭
）

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
２４
頭
（
４
頭
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
　
耕
地
林
業
課
　
林
務
係

　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
３
２
）

※
電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は

　
農
政
課
農
政
係
へ
（
内
線
２
４
２
２
）
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　子どもの健やかな成長は皆の願いです。そして子どもは皆、同じ道すじで発達していくことがわかっていま

す。中でも、からだの動きの発達はとてもわかりやすく、「首がすわる→寝がえり→お座り→はいはい→つか

まり立ち→立つ→歩く」の順番で発達していきます。そして、からだの発達と同じく心の発達も道すじがあり

ます。お父さんお母さんから愛情をいっぱいもらい、情緒豊かに、人とのコミュニケーションが楽しいと感じ

る子どもに成長することが、こどもが自分に自信を持ち、挑戦する気持ち、自立する力につながります。　そ

のためには「からだづくり」「生活リズム」「こころ育て」が大切です。

さつま町の子ども達が健やかに成長するために地域全体で応援しましょう！

お問い合わせ先：健康増進課 健康増進係（内線２１４３・２１４４）

性別

めす 341 160,873,000 1,658,000 471,768 284

304

295

451,385

461,092

717,000

1,658,000

185,068,000

346,741,000

410

1

752

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

４月子牛せり市結果　期日：４月９日(月)～１０日(火) （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対３月分）

20,952円安値

おす 800,000 800,000 800,000 150

7,039円高値

　4,054円安値

　からだを動かしてよく遊ぶと、よく学べ

ます。赤ちゃんでも話しかけたり体をつつ

いたり、抱きしめたり、触れたりすること

をすればするほど、脳の活動は高まり、発

達を促します。

からだづくりからだづくりからだづくり

『おもしろい』、『たのしい』、『すき』、

『きれい』、『おいしい』そんな気持ちを

一杯経験することで心が豊かになり、挑戦

する力や成長の力につながります。

こころ育てこころ育てこころ育て

　子どもが育ってゆくうえで一番大事なの

は睡眠です。目指せ！９時就寝７時起床。

子どもの心身の安定につながり、子育ての

しやすさにつながります。

生活リズム生活リズム生活リズム

よく噛んで老化を予防しましょう

８０歳で２０本達成できないとしても、それで全てがダメという訳ではあり

ません。たとえ、歯の本数が減ったとしても、失った歯に入れ歯を入れ、

残った歯を大切にし、「お口ケア」を続けようという意識が大切です。

●食べにくくなります

●人相や表情がかわります

●歯並びが乱れてきます

●発音しにくくなります

歯が抜け落ちて

そのまま

放置すると……

▲

よく噛むことで、脳の働きが活発になって
表情も豊かになり、認知症やうつ病、運動機能の低下を予防すると言われています。

口の中の細菌が気管に入り込み、肺炎にかかることがあります。（誤嚥性肺炎）

高齢や寝たきり、脳卒中の後遺症等で飲み込む力が低下しているとおこりやすくなります。

認知症やうつに
なりにくい
認知症やうつに
なりにくい

　
さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
会
は
、
都
市
と
農
村
の

交
流
を
図
り
、
農
林
漁
業
に
対
す

る
理
解
促
進
や
経
済
効
果
を
含
め

た
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

各
種
農
業
体
験
、
森
林
体
験
、
農

家
民
宿
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
か
ら
は
、
新
た
に
修
学
旅

行
の
受
入
を
実
施
し
、
昨
年
５
月

と
１２
月
に
県
外
の
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
１
ク
ラ
ス
を
受
け
入
れ
、
受
入

家
庭
で
の
宿
泊
、
農
業
体
験
な
ど

「
さ
つ
ま
町
の
暮
ら
し
」
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
修
学
旅
行
生
、
ま

た
受
け
入
れ
た
農
家
の
方
々
か
ら

も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
修
学
旅
行
の

受
入
を
年
４
回
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
研
究
会
で
は
、
「
受

入
家
庭
」
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ

け
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
受
入
家
庭
」
は
、
「
農
家
民

宿
」
と
は
違
い
、
許
認
可
の
必
要

が
な
く
、
ま
た
農
家
で
あ
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
研
究
会
へ
の

加
入
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
受
入
概
要
（
詳
細
は
、
申
し
込
み
時
に
）

・
主
に
県
外
の
中
学
校
・
高
校
の
修
学
旅
行

で
、
受
入
は
、
一
受
入
家
庭
あ
た
り
、
３

～
４
人
で
す
。

・
受
け
入
れ
た
家
庭
に
は
、
規
定
に
よ
り
、

受
入
料
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
現
在
の
受
入
家
庭
登
録
軒
数
は
２６
軒
で
す
。

主
催
　
さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・

　
　
　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
つ
ま
町
役
場 

農
政
課

 
 

　
　
　
（
内
線
２
４
２
２
）

ま
ち
の
園
芸
作
物
紹
介
　
⑦

お 

茶

本
町
の
お
茶
の
歴
史
と
概
要

　
さ
つ
ま
町
は
、
県
内
で
も
有
数

の
優
良
茶
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
本
町
茶
業
の
起
源
は
、
県
史
に

よ
る
と
宮
之
城
４
代
領
主
で
あ
っ

た
島
津
久
道
が
、
国
家
老
の
職
中
、

殖
産
産
業
の
た
め
金
山
経
営
を
は

じ
め
と
し
て
、
お
茶
に
つ
い
て
も

宇
治
の
茶
の
実
を
取
り
寄
せ
茶
園

の
奨
励
を
行
っ
て
お
り
、
当
時
の

自
領
宮
之
城
に
も
相
当
茶
園
を
奨

励
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭

和
２５
年
に
は
３９
ha
が
栽
培
さ
れ
、

１０
の
製
茶
工
場
で
１０
ト
ン
の
荒
茶

を
生
産
す
る
な
ど
、
町
の
重
点
施

策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
、

今
日
の
茶
業
振
興
の
基
礎
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
約
１
６
０
ｈ
ａ
の
茶

園
で
、
「
や
ぶ
き
た
」
を
中
心
に

２２
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

贈
答
品
な
ど
に
ご
利
用
を

　
お
茶
は
日
本
人
の
生
活
に
深
く

根
付
い
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
お
茶
離
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
２２
年
度
か
ら
、
町
と

さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会
（
領
家
昭

一
会
長
ほ
か
２５
名
）
が
連
携
し
、

本
町
へ
の
婚
姻
届
者
へ
お
茶
と
急

須
の
贈
呈
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お

茶
は
木
の
根
が
地
中
深
く
伸
び
、

そ
の
土
地
に
根
付
く
こ
と
か
ら
、

婚
家
に
し
っ
か
り
根
付
く
よ
う
に

と
い
う
願
い
を
込
め
て
贈
ら
れ
ま

す
。
贈
呈
さ
れ
る
お
茶
は
、
町
茶

生
産
協
会
会
員
が
提
供
し
た
一
番

茶
を
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
祝
い
事
、
仏
事
か
ら
季
節
の
贈

り
物
な
ど
、
是
非
本
町
産
茶
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

新
緑
の
香
り
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い

　
こ
の
新
茶
の
時
期
に
、
川
内
川

流
域
の
霧
の
中
で
育
ち
、
深
み
の

あ
る
味
わ
い
と
新
緑
の
香
り
の
本

町
産
茶
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

さ
つ
ま
の

　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

　
　
　
引
き
出
せ
！

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
政
課
　
農
産
園
芸
係

　
　
　
　
（
内
線
２
４
２
４
）

辺
り
一
面
に
広
が
る
茶
畑

▲

受入家庭での記念撮影

受入式の様子

トマト収穫体験

こんにちは保健師です
健康さつま21

子どもの健やかな成長のために

残った歯を大切に「お口ケア」を続けましょう
薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

運動機能
低下予防
運動機能
低下予防

修学旅行の受入
家
庭
を
募
集
し
ま
す
！

お口を清潔にして誤嚥性肺炎を予防しましょう
ご  えんせいはいえん



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

商
工
観
光
課
　
観
光
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
４
１

福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

ご乗船お待ち

しています！

広
　
告

広
　
告

パソコンを触ったことがない方でもＯＫ！

シニア向け 親子向け親子向け 資格取得コース

各種コース有
インターネット相談・パソコン修理・ホームページ作成・
入力代行もいたします。お気軽にお問い合わせください。

宮之城屋地１５０５－３

２９-３９００
株式
会社エス・テー・ラボ

わくわくわくわく

パソコンパソコンくらぶくらぶ

生徒
募集

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成24年５月31日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

タクシーチケット
(1,500円)
台紙２冊
と交換

新幹線
出水⇔博多
台紙20冊
と交換

新幹線
川内⇔鹿児島
台紙５冊
と交換

ゴミ袋(２袋)
台紙１冊
と交換

広
　
告

広
　
告

24広報さつま25 広報さつま

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16～)

＊50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が、3,150円で受診できます！
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

～行政の悩みごとについて相談してみませんか～

　毎日の暮らしの中で、国・県・町が行っている仕事への疑問や相談ごとはありませんか。

「行政相談委員」が、次のとおり行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。

なお、相談は無料で、秘密は堅く守られます。

※相談委員の担当区域に関わらず、どこの会場でも構いませんのでご相談ください。
※５月以外でも、次のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。
（宮之城ひまわり館では、心配ごと相談と一緒に実施します。）

■お問い合わせ先：総務課 秘書人事係（内線２２１２）

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

５月１４日(月) 午前　９時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

５月２１日(月)

５月２２日(火)

５月２３日(水)

５月２４日(木)

鶴田支所（１階相談室）

薩摩支所（旧館１階会議室）

虎居地区公民館（和室）

佐志地区公民館（和室）

山崎地区公民館（和室）

宮之城ひまわり館（相談室）

東郷　光行

竪山　修啓

小島　泰秀

毎月第３木曜日

８月１３日(月)
１０月２２日(月)
２月１８日(月)

７月　９日(月)
８月１３日(月)

１０月２２日(月)
１２月１０日(月)

２月１８日(月)

午前　９時～正午

午前　９時～正午

午前１０時～正午

鶴田支所（１階相談室）

薩摩支所（旧館１階会議室）

宮之城ひまわり館（相談室） 小島　泰秀

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

東郷　光行

竪山　修啓

●
「
児
童
手
当
」
に
つ
い
て

　
平
成
２４
年
４
月
よ
り
、
子
ど

も
手
当
制
度
に
か
わ
り
、
「
児

童
手
当
制
度
」
に
よ
り
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

１
目
的

　
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子

育
て
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任

を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
認
識

の
下
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
者
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
庭
的
に
お
け

る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

２
対
象
者

　
町
内
に
居
住
し
、
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
。
（
１５
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
）

３
支
給
額

○
所
得
制
限
限
度
額
内
の
方

・
０
歳
～
３
歳
未
満
の
児
童

　
１
人
に
つ
き
　
１
５
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
６
年
生
ま

　
で
の
児
童
で
第
１
子
、
第
２
子

　
１
人
に
つ
き
　
１
０
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
６
年
生

　
ま
で
の
児
童
で
第
３
子
以
降

　
１
人
に
つ
き
　
１
５
，
０
０
０
円

・
中
学
生

　
１
人
に
つ
き
　
１
０
，
０
０
０
円

※
第
３
子
以
降
の
数
え
方
は
、

１８
歳
未
満
到
達
後
の
最
初
の
３

月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

の
出
生
順
で
す
。

○
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
方

・
１
人
に
つ
き
　
５
，
０
０
０
円

※
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
平

成
２４
年
６
月
分
以
降
導
入
さ
れ

る
予
定
で
す
。

４
申
請
手
続
き

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

・
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請

者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の

預
金
通
帳
等
（
口
座
番
号
等

が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
養
育
し
て
い
る
児
童
と
別
居

し
て
い
る
方
は
、
児
童
の
世

帯
全
員
・
全
部
記
載
の
住
民

票
と
生
計
同
一
申
立
書
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
児
童
の

住
民
票
が
さ
つ
ま
町
内
の
場

合
、
住
民
票
は
不
要
で
す
。

・
そ
の
他
、
状
況
に
よ
り
、
必

要
に
応
じ
て
提
出
が
必
要
な

書
類
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
６

月
分
の
児
童
手
当
よ
り
導
入
さ

れ
る
た
め
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
を
認
定
す
る
際
に
、
本

年
１
月
１
日
現
在
、
本
町
に
居

住
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、

課
税
所
得
証
明
書
の
提
出
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
支
給
の
開
始

　
児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
日
や

転
出
予
定
日
（
異
動
日
）
が
月

末
に
近
い
場
合
、
申
請
が
翌
月

に
な
っ
て
も
異
動
日
の
翌
日
か

ら
１５
日
以
内
の
申
請
で
あ
れ
ば
、

申
請
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

６
支
給
月
日

・
平
成
２４
年
６
月
１２
日
（
火
）

　
＝
平
成
２４
年
２
～
５
月
分

（
２
、
３
月
分
は
子
ど
も
手
当

　
４
、
５
月
分
は
児
童
手
当
）

・
平
成
２４
年
１０
月
１２
日
（
金
）

　
＝
平
成
２４
年
６
～
９
月
分

・
平
成
２５
年
２
月
１２
日
（
火
）

　
＝
平
成
２４
年
１０
～
平
成
２５
年

　
　
１
月
分

７
現
況
届

　
児
童
の
養
育
状
況
を
確
認
す

る
た
め
に
、
平
成
２４
年
６
月
に

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
受
給
者
の
方
に
は
、
５
月

に
現
況
届
の
案
内
文
を
送
付
し

ま
す
。

【
以
下
に
該
当
す
る
場
合
は
、
す

み
や
か
に
届
出
が
必
要
で
す
】

・
出
生
等
に
よ
り
、
養
育
す
る

　
児
童
の
数
が
増
減
し
た
と
き

・
氏
名
が
変
更
し
た
と
き

・
養
育
す
る
児
童
と
住
所
が
別

　
に
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
が
、
町
内
転
居
並
び

　
に
町
外
や
海
外
へ
転
出
し
た

　
と
き

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

　
と
き

・
結
婚
等
で
、
児
童
の
養
育
者

　
が
変
わ
っ
た
と
き

・
生
計
中
心
者
が
変
更
に
な
っ

　
た
と
き

・
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

【
児
童
手
当
の
趣
旨
に
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
】

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方

に
は
、
児
童
手
当
の
趣
旨
に
従

っ
て
、
児
童
手
当
を
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
法
律
上

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
万
一
、
児
童
の
育
ち

に
係
る
費
用
で
あ
る
学
校
給
食

費
や
保
育
料
等
を
滞
納
し
な
が

ら
、
児
童
手
当
を
児
童
の
健
や

か
な
育
ち
と
関
係
な
い
用
途
に

用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
法
の

趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
趣
旨
に
つ

い
て
十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
本
庁
　
福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３
３

　
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
内
線
４
１
１
５

　
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
　
内
線
６
１
２
４

●
今
年
も
ホ
タ
ル
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　
清
ら
か
な
川
内
川
の
流
れ

に
身
を
ま
か
せ
小
舟
で
光
あ

ふ
れ
る
幻
想
的
な
夜
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

■
第
11
回
奥
薩
摩
の
ホ
タ
ル
舟

　
運
航
（
神
子
地
区
）

【
運
航
期
間
】

　
５
月
１９
日
（
土
）
～

　
　
　
　
６
月
２
日
（
土
）

【
場
所
】
神
子
地
区

【
乗
船
料
】

　
大
　
人
１
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
）

＊
３
歳
児
以
下
は
乗
船
で
き
ま

　
せ
ん
。

【
予
約
開
始
日
】

　
５
月
７
日
（
月
）
か
ら

【
予
約
セ
ン
タ
ー
】

　
０
９
０
　
９
６
０
２
　
４
６
４
０

【
受
付
時
間
】

　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
二
渡
ホ
タ
ル
舟

【
運
航
期
間
】

　
５
月
１９
日
（
土
）
～

　
　
　
　
６
月
３
日
（
日
）

【
場
所
】
二
渡
地
区

【
乗
船
料
】

　
大
　
人
　
１
，
０
０
０
円

　
子
ど
も
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
）

　
幼
児
以
下
２
０
０
円

【
予
約
開
始
日
】

　
現
在
予
約
受
付
中

【
予
約
専
用
電
話
】

　
０
８
０
　
６
４
４
７
　
０
５
７
０

　
　
　
　
　
（
下
麦
さ
ん
）

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

行政相談所を開設します行政相談所を開設します
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総
務
課
　
秘
書
人
事
係

　
　
　
　 

内
線
２
２
１
２

町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
５

総
務
課
広
報
文
書
係

下
境
田
　

真
喜
子

さ
つ
ま
町
の
皆
様

が
安
心
し
て
元
気

に
日
々
の
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
職

員
と
し
て
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

福
祉
課
福
祉
障
害
係

春
口
　
幸
美

早
く
業
務
を
覚
え
、

「
福
祉
課
に
は
春

口
が
い
る
か
ら
大

丈
夫
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
町
民
の

皆
様
の
立
場
に
立

っ
た
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

北
囿
　
勝
敏

感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
勇
往

邁
進
の
心
と
、
明

る
い
笑
顔
を
持
っ

た
職
員
に
な
れ
る

よ
う
に
日
々
精
進

し
た
い
で
す
。

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

春
口
　
美
来

さ
つ
ま
町
の
皆
様

と
ふ
れ
あ
い
、
一

緒
に
健
康
づ
く
り

を
し
て
い
け
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
課
保
安
指
導
係

下
簗
　
　
翔

消
防
職
員
と
し
て

さ
つ
ま
町
の
皆
様

に
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

　
　
　
　
役
場
町
民
課
へ

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓

口
は
役
場
町
民
課
（
本
庁
）
に
な
り

ま
す
。
町
内
の
方
は
、
県
の
パ
ス
ポ

ー
ト
窓
口
を
原
則
利
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
町
民
課
　
町
民
係

26広報さつま27 広報さつま

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

北
原
美
義
　
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
（
文
化
課
長
）

■
課
長
職
昇
任
＝
橋
ノ
口
賢
二�

文
化
課
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼

収
納
第
２
係
長
）
▽
﨑
野
裕
二

危
機
管
理
監
兼
安
全
安
心
対
策

課
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政

係
長
）
▽
若
松
良
尚
　
消
防
課

長
兼
消
防
署
長
（
消
防
課
長
補

佐
兼
保
安
指
導
係
長
兼
消
防
署

長
代
理
）

■
割
愛
人
事
（
課
長
職
）
＝
藤

﨑
毅
　
学
校
教
育
課
長
（
鹿
児

島
県
教
育
委
員
会
）
▽
佐
々
木

好
彦
　
学
校
教
育
指
導
監
兼
指

導
係
長
（
鹿
児
島
県
教
育
委
員

会
）

■
課
長
補
佐
職
＝
本
田
孝
市
　

税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
第
２
係

長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
第

１
係
長
）
▽
下
畝
克
典
　
建
設

課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
（
福
祉

課
長
補
佐
兼
福
祉
障
害
係
長
）

■
課
長
補
佐
職
昇
任
＝
中
間
博

巳
　
議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
議

事
係
長
（
議
会
事
務
局
議
事
係

長
）
▽
丸
田
忠
　
町
民
課
長
補

佐
兼
人
権
同
和
対
策
係
長
兼
太

陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
（
町
民

課
人
権
同
和
対
策
係
長
兼
太
陽

福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▽
三
腰

善
行
　
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境

係
長
（
環
境
課
環
境
係
長
）
▽

鍛
治
屋
勇
二
　
福
祉
課
長
補
佐

兼
福
祉
障
害
係
長
（
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
長
）
▽
川
原
芳
子
　

介
護
保
険
課
長
補
佐
兼
介
護
予

防
係
長
（
介
護
保
険
課
介
護
予

防
係
長
）
▽
四
位
良
和
　
健
康

増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係

長
（
企
画
課
地
域
振
興
係
長
）

▽
田
中
恵
治
　
耕
地
林
業
課
長

補
佐
兼
林
務
係
長
（
薩
摩
支
所

耕
地
林
務
係
長
）
▽
羽
有
郁
夫

　
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会

教
育
係
長
（
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
長
）
▽
奥
薗
勝
德
　
総

務
課
長
補
佐
兼
鶴
田
支
所
総
務

係
長
（
鶴
田
支
所
経
済
係
長
）

▽
鯵
坂
貞
司
郎
　
消
防
課
長
補

佐
兼
保
安
指
導
係
長
兼
消
防
署

長
代
理
（
消
防
課
予
防
係
長
）

■
係
長
職
＝
満
園
誠
　
企
画
課

地
域
振
興
係
長
（
鶴
田
支
所
総

務
係
長
）
▽
下
野
幸
夫
　
庁
舎

建
設
推
進
室
庁
舎
建
設
係
長
兼

建
設
課
建
築
係
（
建
設
課
建
築

係
長
兼
庁
舎
建
設
係
）
▽
山
口

玲
哉
　
税
務
課
収
納
第
１
係
長

（
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

長
）
▽
米
良
瑞
枝
　
町
民
課
町

民
係
長
（
薩
摩
支
所
町
民
係

長
）
▽
久
保
浩
美
　
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
長
（
税
務
課
資
産
税

係
長
）
▽
山
田
博
彦
　
介
護
保

険
課
介
護
保
険
係
長
（
社
会
教

育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
▽

福
田
雅
弘
　
社
会
教
育
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
長
（
耕
地
林
業
課

林
務
係
長
）
▽
豊
増
泰
弘
　
薩

摩
支
所
町
民
係
長
（
町
民
課
町

民
係
長
）
▽
田
島
浩
喜
　
鶴
田

支
所
経
済
係
長
併
農
業
委
員
会

農
地
係
（
薩
摩
支
所
経
済
係
長

併
農
業
委
員
会
農
地
係
）
瀨
戸

繁
　
薩
摩
支
所
経
済
係
長
併
農

業
委
員
会
農
地
係
（
健
康
増
進

課
健
康
増
進
係
長
）
▽
井
上
斉�

消
防
課
予
防
係
長
（
消
防
課
通

信
指
令
係
長
）

■
係
長
職
昇
任
＝
久
保
田
春
彦

財
政
課
財
政
係
長
（
財
政
課
財

政
係
）
▽
出
水
隆
　
税
務
課
資

産
税
係
長
（
税
務
課
資
産
税

係
）
▽
保
田
多
可
志
　
薩
摩
支

所
耕
地
林
務
係
長
（
水
道
課
工

務
係
）
▽
下
村
晴
彦
　
消
防
課

通
信
指
令
係
長
（
消
防
課
通
信

指
令
係
）

■
新
規
採
用
＝
下
境
田
真
喜
子�

総
務
課
広
報
文
書
係
　
▽
春
口

幸
美
　
福
祉
課
福
祉
障
害
係
　

▽
北
囿
勝
敏
　
介
護
保
険
課
介

護
保
険
係
　
▽
春
口
美
来
　
健

康
増
進
課
健
康
増
進
係
　
▽
下

簗
翔
　
消
防
課
保
安
指
導
係

●
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

●
免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社
を

退
職
し
た
」
等
の
理
由
で
経
済

的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
の
承
認
は
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２４
年
度
分

（
平
成
２４
年
７
月
～
平
成
２５

年
６
月
）
の
受
付
は
７
月
か

ら
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
川
内
年
金
事
務
所

　
　
　
　
（
２２
）
５
２
７
９

３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
な
た
の

一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金

①
老
齢
基
礎
年
金

　
～
老
後
へ
の
備
え
～
　

　
65
歳
か
ら
一
生
涯
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
終
身
保
障
）

平
成
24
年
度
年
金
額

　
７
８
６
，
５
０
０
円
（
満
額
）

○
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で

の
４０
年
間
（
４
８
０
月
）
の
全

期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
（
２０

歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
厚
生
年
金

期
間
及
び
共
済
期
間
も
対
象
と

な
り
ま
す
）
は
、
６５
歳
か
ら
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
の
年
金
額
は
１
／
３
（
平

成
２１
年
４
月
か
ら
は
１
／
２
）

と
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
未

納
期
間
（
全
額
免
除
以
外
の
免

除
期
間
で
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

月
）
は
年
金
の
対
象
期
間
に
な

り
ま
せ
ん
。

○
会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ

た
方
に
は
老
齢
厚
生
年
金
や
退

職
共
済
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
及
び
厚
生
年
金
又
は
共
済
等

を
合
計
し
た
期
間
が
最
低
２５
年

間
（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

平
成
24
年
度
年
金
額
（
定
額
）

　
９
８
３
，
１
０
０
円
（
１
級
）

　
７
８
６
，
５
０
０
円
（
２
級
）

　
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
等
級
表
（
１
級
・

２
級
）
に
よ
る
障
害
の
状
態
に

あ
る
間
は
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
る
１８
歳
到
達
年

度
末
ま
で
の
子
ま
た
は
障
害
を

持
つ
２０
歳
未
満
の
子
が
い
る
場

合
は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時

に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
お
子
様
が
い

る
場
合
に
加
算
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
２３
年
４
月
施
行

の
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
障

害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生

し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
お
子
様
が
い
る

場
合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加
算

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
遺
族
基
礎
年
金

平
成
24
年
度
年
金
額
　
　
　
　

　
１
，
０
１
２
，
８
０
０
円
（
妻
）

　
（
基
本
額
（
定
額
）
＝

　
７
８
６
，
５
０
０
円
＋
子
１

　
人
の
加
算
額
＝
２
２
６
，
３

　
０
０
円
）

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
子
は
１８
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
、
ま
た
は
障
害
が

あ
る
場
合
は
２０
歳
に
な
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）
妻
に
支
給
さ
れ
る
場

合
は
、
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加

算
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
障

害
の
初
診
日
や
死
亡
と
い
っ
た

事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的

年
金
の
加
入
月
数
の
２
／
３
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

が
納
付
又
は
免
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
又
は

死
亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
固
定
資
産
税
第
１
期

　
【
納
期
限
　
５
月
３１
日
】

●
固
定
資
産
税
の
減
免
申
請
に

つ
い
て

　
次
に
該
当
す
る
資
産
に
つ
き

ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
減
免
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
申
請
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

■
減
免
対
象
資
産

　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産
（
有
料
で
使
用
す

る
も
の
を
除
く
）

例
…
公
民
館
用
地
・
防
火
水
槽

用
地
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

■
提
出
先

　
本
庁
税
務
課
資
産
税
係
・
鶴

田
税
務
係
・
薩
摩
税
務
係

※
減
免
申
請
書
は
、
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限

　
平
成
２４
年
５
月
２４
日
（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
　
（
内
線
２
１
１
５
）

　
鶴
田
支
所
　
鶴
田
税
務
係

　
　
　
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所
　
薩
摩
税
務
係

　
　
　
（
内
線
６
１
１
４
）

●
特
別
障
害
者
手
当
等
の
手
当

額
の
改
定
に
つ
い
て

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

に
対
し
て
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
及
び
経
過
的
福
祉
手
当

に
つ
い
て
、
平
成
２４
年
４
月
分

か
ら
の
手
当
額
が
改
定
に
な
り

ま
し
た
。

改
定
額
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当
　
月
額
　

　
２
６
，
２
６
０
円
（
△
８０
円
）

・
障
害
児
福
祉
手
当
　
月
額
　

　
１
４
，
２
８
０
円
（
△
５０
円
）

・
経
過
的
福
祉
手
当
　
月
額
　

　
１
４
，
２
８
０
円
（
△
５０
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁 

福
祉
課 

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
内
線
２
１
３
４

　
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
内
線
４
１
１
３

　
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
内
線
６
１
２
２
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健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

建
設
課 

土
木
管
理
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
２
５
５

町長交際費執行状況

(３月分)

町
長
コ
ラ
ム

消
防
本
部

　
　
　
（
52
）
０
１
１
９

３
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　  74件

　運んだ人  　69人

◆内 訳

　急　病 　39件 35人

　交通事故  8件  7人

　その他　 27件 27人

◆発生件数　2件

◆内訳

　建　物　　1件

　車　両　　1件

よ
か
と
こ
再
発
見

よ
か
と
こ
再
発
見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
①

ま
ち
の
歴
史
探
訪
①

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
５
・
６
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
９
生
）
健
診

　
５
月
１６
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児
育
児

　
　
　
（
Ｈ
23
．
９
生
）
相
談

　
５
月
２５
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
21
．
３
生
）
健
診

　
５
月
２３
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
５
生
）

　
６
月
７
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
21
．
11
生
）
健
診

　
６
月
７
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
６
月
１
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
１
生
）
健
診

　
６
月
１３
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
５
月
２８
日
（
月
）

　
６
月
１１
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
５
月
１６
日
（
水
）

　
５
月
２３
日
（
水
）

　
６
月
７
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　
６
月
５
日
（
火
）

　
６
月
１２
日
（
火
）

　
６
月
１９
日
（
火
）

　
６
月
２６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　
６
月
８
日
（
金
）

　
６
月
１５
日
（
金
）

　
６
月
２２
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
え
ほ
ん
の
森
）

■
特
定
健
診
・
胃
・
大
腸
・

　
　
　
腹
部
超
音
波
等
健
診

　
受
付
　
午
前
８
時
～
午
前
１０
時

　
５
月
１８
日
（
金
）
～
１９
日
（
土
）

　
　
平
川
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２０
日
（
日
）

　
　
白
男
川
小
学
校
体
育
館
　

　
５
月
２４
日
（
木
）

　
　
山
崎
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２５
日
（
金
）

　
　
山
崎
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２６
日
（
土
）

　
　
山
崎
小
学
校
体
育
館

　
５
月
２７
日
（
日
）
～
２９
日
（
火
）

　
　
虎
居
地
区
公
民
館

　
６
月
９
日
（
土
）
～
１０
日
（
日
）

　
　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
　
　

　
６
月
１２
日
（
火
）
～
１３
日
（
水
）

　
　
佐
志
地
区
公
民
館

　
６
月
１４
日
（
木
）
～
１５
日
（
金
）

　
　
宮
之
城
総
合
体
育
館

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
春
ら
ん
ら
ん
コ
ー
ス

　
５
月
１３
日
（
日
）
午
前
７
時

　
柏
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
発

■
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
コ
ー
ス

　
５
月
２６
日
（
土
）
午
前
７
時

　
宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
境
界
立
ち
会
い
等
の
お
願
い

　
道
路
・
河
川
等
の
公
共
用
地

と
隣
接
し
て
い
る
土
地
の
宅
地

造
成
や
埋
め
立
て
あ
る
い
は
切

り
下
げ
等
を
行
う
場
合
は
、
町

と
原
因
者
が
境
界
確
認
を
行
い
、

双
方
協
議
の
う
え
で
「
境
界
」

を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
お
互
い
の
「
財

産
保
持
」
と
第
３
者
に
対
し
て

の
「
公
的
証
明
」
に
も
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず

公
共
用
地
境
界
確
定
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
土
木
管
理
係

　
　
　
　
（
内
線
２
２
５
５
）

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

    

　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

寿
命
は
、
通
常
の
使
用
で
は
１０

年
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

製
品
（
特
に
平
成
１８
年
以
前
に

製
造
さ
れ
た
製
品
）
に
よ
っ
て

は
寿
命
の
短
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
鳴
ら
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
定
期
的
な
点
検
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
ま
た
、
警
報
器
に
つ
い
て
い

る
ラ
ン
プ
が
点
灯
ま
た
は
点
滅

し
て
い
る
場
合
は
電
池
切
れ
又

は
、
機
器
異
常
の
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
場
合
も
機
種
ご
と
に

仕
様
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
取

扱
説
明
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管

理
又
は
不
具
合
情
報
な
ど
に
つ

い
て
は
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
約
１
年
経
過

し
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま
町
で
は

９４
．
８
％
の
世
帯
に
設
置
済
み

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
警
報
器
を
設
置
済
み
で

ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ
れ
て
な

い
方
は
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
警
報
器
を
ま
だ
設
置
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
は
早
急
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
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町長の動静 （平成24年３月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

次
世
代
対
策

ひと・自然　元気かがやくひと・自然　元気かがやく

　
日
本
の
人
口
動
態
は
、
５
年
連

続
の
減
で
人
口
減
少
社
会
に
入
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
女
性
１
人
が
生
涯
に
産
む
子
供

の
推
定
人
数
は
、
終
戦
後
の
第
１

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
４
．
５
人
以
上
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
前
半

の
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
２
．
13

人
か
ら
今
で
は
夫
婦
を
維
持
す
る

の
に
必
要
な
２
．
08
人
よ
り
少
な

い
１
．
39
人
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

今
、
特
に
現
役
世
代
が
減
少
、
65

歳
以
上
の
お
年
寄
り
１
人
を
支
え

る
人
数
が
、
１
９
６
５
年
は
９
．

１
人
、
２
０
１
２
年
は
２
．
４
人

に
、
２
０
５
０
年
に
は
１
．
２
人

に
、
よ
く
言
わ
れ
る
胴
上
げ
型
か

ら
騎
馬
戦
型
、
そ
し
て
肩
車
型
に

な
り
、
支
え
る
側
の
負
担
が
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
町
で
も
出
生
数
は
年
１
７
８

～
１
９
８
人
で
、
幼
少
人
口
（
０

～
14
歳
）
の
割
合
は
11
．
７
％
で

す
。
　
　
　

　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
年
金
、

医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費

は
増
加
の
一
途
に
あ
る
中
で
、
将

来
と
も
安
心
し
た
暮
ら
し
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
に
即

し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
つ
ま
り
次
世

代
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
思
い
ま

す
の
で
、
具
体
的
推
進
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
月
１
日

　
　
２
日

　
　
４
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
19
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

朝
会
～
職
員
自
治
功
労
表
彰
伝
達
式
　
▽
薩
摩
中
央
高
校
卒
業
式

議
会
定
例
会
開
会
（
施
政
方
針
、
条
例
・
予
算
議
案
提
出
）
▽
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
（
４
名
）

町
剣
道
大
会

３
役
調
整
会
議

会
計
実
地
検
査
対
応

本
会
議
（
一
般
質
問
７
名
）

本
会
議
（
一
般
質
問
２
名
～
総
括
質
疑
）

川
内
川
漁
協
宮
之
城
支
部
総
会

自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

鶴
田
小
校
長
・
神
子
区
公
民
館
長
来
庁
（
鶴
田
小
50
周
年
記
念
誌
発
行
）

中
学
校
卒
業
式
（
宮
之
城
中
学
校
）
▽
海
外
青
年
協
力
隊
員
表
敬
訪
問
（
弓
山
氏
）

誘
致
企
業
役
員
と
の
意
見
交
換
会

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
　
▽
議
会
全
員
協
議
会
　
▽
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
問

行
方
不
明
者
捜
索
現
地
対
策
本
部
設
置
　
▽
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
問

健
康
づ
く
り
推
進
本
部
会
議
　
▽
町
地
域
自
立
支
援
協
議
会
　
▽
西
郷
菊
次
郎
顕
彰
会
訪
問
協
議

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
総
会
　
▽
Ｊ
Ａ
・
厚
生
連
と
の
健
康
づ
く
り
懇
談
会

町
環
境
審
議
会
　
▽
町
へ
の
寄
付
採
納
受
入

小
学
校
卒
業
式
（
求
名
小
）
▽
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
総
会
～
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
育
英
財
団
評
議
員
会
　
▽
町
村
会
臨
時
総
会
ほ
か
（
鹿
児
島
市
）

教
職
員
管
理
職
等
送
別
会

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
20
周
年
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　
▽
一
ツ
木
上
・
中
・
下
花
見

町
消
防
団
川
原
分
団
消
防
車
庫
落
成
式
祝
賀
会

町
農
林
業
振
興
対
策
協
議
会
　
▽
学
校
給
食
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
農
政
局
長
表
彰
伝
達
式

盈
進
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
大
会
出
場
報
告
　
▽
農
業
公
社
等
検
討
報
告
会

本
会
議
（
追
加
議
案
等
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
（
花
田
氏
）

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
ほ
か
　
▽
議
会
と
の
懇
談
会

地
籍
調
査
完
成
検
査
　
▽
北
薩
地
域
振
興
局
と
の
協
議
（
薩
摩
川
内
市
）
▽
町
振
興
計
画
審
議
会

町
道
路
河
川
愛
護
表
彰
式
　
▽
茶
生
産
協
会
と
の
意
見
交
換
会

庁
舎
建
設
実
施
計
画
書
完
成
検
査

辞
令
交
付
式
（
退
職
者
等
）
　
▽
平
川
小
倉
川
橋
落
成
式

さ
つ
ま
土
地
改
良
区
総
代
会
　
▽
鉄
道
記
念
館
模
様
替
視
察

・３月５日 10,000円

ＪＩＣＡボランティアトンガ
派遣表敬訪問時

・３月27日 4,620円

職員派遣に伴う協議時

・３月８日 3,400円

自衛隊入隊者壮行会時

・３月19日 1,008円

寄付採納（寄付金）時

 

国
道
５
０
４
号
線
を
、
虎
居

町
交
差
点
か
ら
高
尾
野
方
面
に

進
む
と
、
左
側
に
「
宮
之
城
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
入
口
」
の
看

板
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
を

左
折
し
、
坂
を
登
り
着
い
た
左

側
の
変
わ
っ
た
形
の
建
物
が
、

「
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
」
で
す
。

　
こ
の
形
は
、
さ
つ
ま
町
の
特

産
で
あ
る
「
竹
」
の
切
り
口
を

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

は
、
川
内
川
と
閑
静
な
森
に
囲

ま
れ
、
近
く
に
、
宮
之
城
島
津

家
歴
代
当
主
と
奥
方
が
眠
る
、

県
指
定
文
化
財
「
宗
功
寺
跡
墓

石
群
」
が
あ
る
な
ど
、
歴
史
と

自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
さ
つ
ま
町
に
縁

の
深
い
、
考
古
・
歴
史
・
自

然
・
文
化
に
関
す
る
資
料
を
多

数
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
を
活
用
し
て
、
常
設
展

示
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
テ
ー

マ
に
絞
り
、
内
容
の
充
実
し
た

企
画
展
や
特
別
展
を
開
催
す
る

な
ど
、
来
館
さ
れ
た
皆
様
に
、

さ
つ
ま
町
の
歴
史
や
文
化
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
展
示
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
秋
に
「
虎
居
城
」

に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
当
館
職
員
や
外
部
講

師
に
よ
る
講
演
、
史
跡
見
学
を

受
講
で
き
る
「
歴
史
教
室
」
や
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
親
子
で
体

験
で
き
る
「
宮
之
城
人
形
作
り

体
験
」
な
ど
の
講
座
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

町
の
歴
史
探
訪
の
拠
点
施
設

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー★

★

★

虎居町
交差点

宮之城歴史
資料センター
宮之城歴史
資料センター
宮之城歴史
資料センター

宗功寺
公園
宗功寺
公園

宗功寺
公園

北薩
広域公園

北薩
広域公園

北薩
広域公園

←川内川

Ｒ504

独特の外観を持つ宮之城歴史資料センター



⑩

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を

　
　
　
　
　
　
　
モ
ッ
ト
ー
に
21
年
！

子
ど
も
達
の
成
長
が
楽
し
み
、

　
野
球
以
外
の
こ
と
も
し
っ
か
り
と
！

失
点
を
少
な
く
し
て
勝
利

　
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
！

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年５月２日生

ちゃん

そ う す けふ じ た

藤田颯介

船木下 公民会

両親から一言

父　和　也　さん
母　真　実　さん

１歳おめでとう

　　元気に育ってね！

が

ん

ば

れ

！

ス
ポ
ー

ッ

少
年

団

毎
月
第
３
土
曜
日
は

　
「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

泊
野
小
学
校
●

虎居へ

広域農道

★
泊
野
地
区
林
業

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

薩摩川内市へ

末
　
吉
　
美
　
晴
　
　
　
　
悟
　
　
あ
な
が
わ

井
　
龍
　
敏
　
志
　
　
　
泰
　
徳
　
下
京
塚
原

朝
　
倉
　
麗
　
夢
　
　
　
豪
　
太
　
大
薄
上

三
　
浦
　
大
　
空
　
　
　
光
　
雄
　
観
月
台

川
　
﨑
　
心
　
晴
　
　
　
拓
　
摩
　
時
吉
中
城

稲
　
留
　
ら
　
ん
　
　
　
朋
　
之
　
山
崎
上

上
　
浦
　
龍
　
幸
　
　
　
光
　
博
　
東
湯
田
原

宮
　
路
　
桔
　
平
　
　 

勝
　
己
　
町
頭

南
　
　
　
玲
　
央
　
　
　
和
　
成
　
轟
原

玉
　
利
　
瞳
　
子
　
　
　
　
�
成
　
武
白
猿

髙
　
田
　
心
　
陽
　
　
　
篤
　
士
　
広
橋

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
11
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
44
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

30広報さつま31 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

山崎軟式野球スポーツ少年団

「山崎ビートルズ」

　
山
崎
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
山
崎

ビ
ー
ト
ル
ズ
」
は
設
立
２１
年
目
で
、
６
年
生

１
人
、
５
年
生
９
人
、
４
年
生
６
人
、
３
年

生
２
人
、
２
年
生
１
人
の
計
１９
人
と
指
導
者

５
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２１
年
間
の
長
い
間
に
は
、
九
州
大
会
３
位

と
い
う
輝
か
し
い
実
績
も
あ
り
、
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
指
導
者
の
柳
澤
直
明
さ
ん
（
４６
）
は
、

設
立
当
初
か
ら
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
柳
澤
さ
ん
は
、
「
野
球
だ
け
が
上
手
に
な

る
の
で
は
な
く
、
体
の
強
さ
、
が
ま
ん
強
さ
、

団
体
行
動
の
で
き
る
精
神
力
を
養
っ
て
い
き

た
い
」
そ
し
て
、
「
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り

で
き
て
、
話
を
す
る
時
に
相
手
の
目
を
見
て

話
せ
る
よ
う
に
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
ま

す
」
と
指
導
方
針
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
の
魅
力
を

尋
ね
る
と
、
「
何
と
言
っ
て
も
子
ど
も
達
の

成
長
で
す
。
子
ど
も
達
の
足
が
速
く
な
っ
た

り
、
体
が
大
き
く
な
っ
て
運
動
会
や
持
久
走

大
会
で
活
躍
し
て
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
返
事
が
返

っ
て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
将
来
の
抱
負
は
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
で
す
。
部
員
も
少
な
く
な
り

一
生
懸
命
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
り
ま
す
」
と

抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
山
崎

小
学
校
６
年
の
上
村
直
也
く
ん
は
「
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
と
練
習
試
合
は
楽
し
い
で
す
が
、
シ

ー
ト
ノ
ッ
ク
は
つ
ら
い
で
す
。
宮
之
城
地
区

チ
ー
ム
に
は
必
ず
勝
利
し
た
い
で
す
。
練
習

試
合
で
は
一
勝
以
上
で
き
る
よ
う
に
練
習
を

が
ん
ば
り
、
失
点
を
少
な
く
し
て
勝
利
で
き

る
よ
う
し
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
　
上
之
原
純
夫

今
村
三
千
代
　
92
　
上
仲
町

小
椎
八
重
京
子
　
80
　
大
薄
下

長
福
ミ
チ
エ
　
100
　
荒
瀬

小
柳
　
和
也
　
65
　
愛
宕

内
山
　
誇
　
　
93
　
川
原
町

竪
山
　
盛
良
　
88
　
簗
平

大
重
ム
メ
ノ
　
99
　
弓
之
尾

新
改
　
光
子
　
87
　
湯
田
上

峯
下
　
艶
子
　
89
　
上
仲
町

平
　
　
ト
ミ
　
89
　
吉
川

瀬
戸
口
信
夫
　
88
　
前
目

松
﨑
　
八
重
　
87
　
町
頭

若
松
　
重
治
　
58
　
尾
原

栗
野
ナ
ル
ミ
　
74
　
栗
野

田
中
　
マ
チ
　
81
　
一
ツ
木

内
山
ヱ
ミ
子
　
90
　
八
幡
馬
場

東
　
千
鶴
子
　
81
　
時
吉
新
町

米
盛
　
昭
　
　
81
　
荒
瀬

宮
脇
　
フ
ミ
　
81
　
池
之
野

植
村
　
千
代
　
92
　
大
俣

藤
田
　
俊
光
　
89
　
海
老
川
　

東
條
ス
ヱ
ノ
　
79
　
下
平
川

橋
ノ
口
　
通
　
85
　
上
平
川

中
村
　
輝
　
　
100
　
西
町

宮
里
　
千
尋
　
87
　
上
寺
下

原
田
　
忠
晴
　
86
　
上
平
川

溝
川
ノ
ブ
子
　
83
　
山
神

宮
脇
　
シ
ヅ
　
86
　
柊
野
上
向
江

上
池
　
政
義
　
96
　
西
手
東

帖
佐
　
エ
ミ
　
95
　
ほ
の
ぼ
の
苑

柳
野
ト
ミ
ヱ
　
92
　
上
川
口

堀
之
内
温
子
　
89
　
中
央

福
岡
　
マ
ス
　
88
　
須
杭

上
畝
　
徹
　
　
41
　
大
畝
町

辻
松
　
一
義
　
99
　
さ
つ
ま
園

西
留
　
ア
キ
　
100
　
上
中
福
良

今
東
　
博
仁
　
83
　
黒
鳥

池
田
　
義
秋
　
63
　
広
橋

保
田
　
修
二
　
83
　
上
中
福
良

柳
野
　
利
子
　
88
　
上
川
口

日
当
瀬
洋
一
　
73
　
日
当
瀬

山
口
　
義
治
　
63
　
湯
田
原

城
下
カ
ズ
エ
　
89
　
天
神

有
村
　
昭
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当
時
、
各
地
域
で
取
り
組
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
「
体
験
型

観
光
」
の
先
駆
け
的
存
在
で
し

た
。
地
元
の
人
間
に
と
っ
て
は

普
通
の
環
境
が
、
都
市
部
の
人

間
に
は
新
鮮
で
魅
力
的
に
見
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
気
の
秘
訣
は
、
「
た
け
の

こ
掘
り
体
験
」
も
そ
う
で
す
が
、

「
食
（
た
け
の
こ
料
理
）
」
に

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
地
元
の

食
材
を
、
昔
な
が
ら
の
「
か
ま

ど
」
で
炊
い
た
手
料
理
は
、

「
癒
し
」
「
母
の
味
」
な
ど
の
、

ど
の
言
葉
を
使
っ
て
も
足
り
な

い
く
ら
い
の
「
芸
術
作
品
」
と

な
り
、
参
加
者
の
心
に
「
感

動
」
と
し
て
届
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
当
時
か
ら
中
心
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
役

員
の
方
や
女
性
グ
ル
ー
プ
も
20

歳
年
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
貴
重
な
「
経
験
」
、
「
わ

ざ
」
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い

た
だ
く
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
元

気
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「泊野観光たけのこ園」の昼食として出される
地元素材をふんだんに使った料理

No．７さつま町よかとこファイル

水
道
課
　
管
理
係 

上
原
　
光
志

水
道
事
業
管
理
に
関
す
る

担
当
を
し
て
い
ま
す
。

20
周
年
を
迎
え
た
「
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
」
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人人
夢夢

ひ だ か め い こ

日高 芽衣子 さん
平川小学校６年

　３日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

　４日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

　５日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

　６日　みやんじょ薬局 　５２－４６５０

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

２０日　祁答院薬局　　　２１－８０８５

２７日　さし薬局　　　　２１－３６１０

　３日　きりん薬局　　　５２－２０３３

１０日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１７日　フタヤ薬局　　　５９－２０３３

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,505人（-213人） 

　男　　10,881人（-112人）

　女　　12,624人（-101人）

    世帯数　9,881世帯

 転入   120人　転出  294人

 出生　  12人　死亡   51人

 （平成24年４月１日現在）

     （　）は前月対比

　３日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

　４日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

　５日　鬼丸整形外科　　　　５６－８８１１

　６日　木原医院　　　　　　５２－２７００

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

２０日　宮之城病院　　　　　５３－０１８０

２７日　クオラリハビリテーション病院　 ５３－１７０４

　３日　さくらクリニック　　５３－１４５１

１０日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１７日　立志病院　　　　　　５５－９１１９

夢はバレー選手！
私の夢はバレー選手になることです。３年生の夏にお兄ちゃんと

一緒に始めて、今もバレーを続けています。コーチや監督に注意

されることも多いけど、もっともっと上手になりたいので、休ま

ずに頑張っています。小学校のチームではあと１年しかないので

１回でも多く勝てるように頑張りたいと思います。全日本女子チ

ームの迫田選手や、木村選手みたいに活やくしたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

５　月

６　月

５　月

６　月
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